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Friedmann療 法 ヲ受 ケ タ ル 開 性 肺 結 核 患 者53例

一 二於 ケ ル 自 己 ノ観 察 報 告

G.BallinundE.Hillellberg:Berichttibereigene

Beobachtungenan53nachFriedmannbehandelten

QffenenLungentuberku16sen.

治 療 剤 ヲ批 剃 スル ニ・・、開 性肺 結 核症 ガ最 モ適 當 デ ア

ル 。何 トナ レバ 開 性肺 結 核症 ノ場 合 へ 治 療 数 果 二i封

ス ル ニ ツ ノ信 頼 ス ベ キ指 示 、帥 チ喀 疾 中 ノ結 核菌 ノ清

失 ト、 生存 期 間 トカ.解 ル カ ラデ ア ル。Friedmann療

法後 、 開 性 結 核 症53例 中50例 ニノ・、喀 疾 中 ノ結 核 菌

ノ消 失 モ 、亦 生 存 期 間 ノ延 長 モ観 ラ.レナ カソ タ 。 從 テ

治 療 藥 トヅ テ ノ債 値 ・・ナ ク、開 性 肺結 核症 二此 藥 ヲ用

ヒル 事 ノ・適 當 デ ナ イ。此 藥 ノ宣 傳 ノ・開 性 肺 結 核 症 二於

テ ノ・、今 迄 二相 當 ノ数 果 ヲ認 メ ラ レテタ 結核 防 止 ヲ妨

害スルモノデアル。

肺尖撮影 ノ意義二就テ

(東京市療 中田抄)

W.DeutSchmann:、ZurBedeutUngderLungenspitZe.

naufnahme.

普 蓮 ノ背 腹 撮 影 デ ノ・、肺 尖 ノ描 鳥 が不 充 分 デ ァ ル ト云

フ鉄 鮎 ガ アル 。 肺 結 核 症 ハ肺 尖 カ ラ始 マ ル カ ラ シ テ、

肺 尖 撮 影 ニ ヨツ テ、結 核 症 ヲ早 期 二見 出 サ ナケ レバ ナ

ラ ヌ ト云 フ事 が 一般 二考 ヘ ラ レル。

肺 尖 撮 影 ノ最 モ 古 ク、且 ッ最 モ ー般 二知 ラ レテル 方 法

1・AlbersSch6nbergノ 方 法 デ アル。此 方 法 モ 凡 テ ノ

場 合 二慮用 サ レル ワケ デ ナ イ。何 トナ レバ鎮 骨 ト前 後

ノ雨第 一肋 骨 ノ陰影 ガー 所 ニ ナ ソ テ 、肺尖 野 ヲー 暦 狭

降 ニス ル ヌ トが アル。 此 訣 鮎 ノ・Ulriciカ ●書 イタ トコ

ロ ノ方法 ヲ以 テ撮 影 ス レバ、除 カ レル コ トガ 出來 ル 。

些 方 法 デノ・「レ・ソ トグ ソ」撮 影 二 於 ケ ル 患 者 ノ位 置 ハ 、

矢 張 リ背 位 デ アル ガ、AlbersSch6nbergノ 肺 尖 撮 影

手 技 ト反 封 二、 管 球 ノ中心 線 が 胸 骨 上 窩 二向 ケ ラ ソ

ズ、中心 線 が略 く第 一 肋 骨 環 ノ面 二苧 行 デ、 胸 骨 ノ中

央 二當 ル様 二管球 ヲ傾 ケ ル。之 二依 ツ テ総 テ ノ場 合 鎮

骨 力。上'方 二向 ヒ、 肺 野 カ ラ離 ソテ投 影 サ レ、前 後 ノ肋

骨 弓 ガ 同一 ノZF面 二 横 ハ リ、 從 テ廣 イ 肺 野 ガ得 ラ ソ

ノレ。

肺尖撮影ノ意義アル例ラ學ゲシバ、其1例 ハ左側 ノ開

性増殖性空洞性肺結核症デ、左側二人工氣胸ガ6ケ 月

間規則的二行ノ・レタ後二、更二胸廓焼灼が施 サレ云6

此施行ニヨツテ患者ノ・結核菌陰性 トナツタ。其後2年

間人工氣胸療法ヲ受ケ、モウ氣胸 ヲ中止 シテヨイカド

ウカ、著者ノ所へ相談二來タノデ、 「レソトゲ ソ」撮影

ヲ行 フト、右肺尖 ト、之二接 セル上野二、斑黙状線状

陰影ガアリ,左側・・完全氣胸デアル。再 ビ結核菌陽性

トナリ、且ツ見タ トコロ輕度 ノ右側肺所見ナノデ、左

側氣胸 ヲ中止スベキヤ否ヤ迷ツタ。ソコデ肺尖 ノ撮影

ヲ行ツタ トコ夙 普通 ン撮影デハ見ラレ1ナカツタ トコ

員ノ右肺尖二約櫻實大 ノ環状陰影 ガ認 メラレ・タ。此所

見ニヨ玖テ、左側氣胸 が有数 二行ハンタニ拘ハラズ、
'喀 疾 ノ結核菌陽性デアッタ理由 が充分了解サ

レタ ノ

デ、患者二左側氣胸 ヲ中止サセ、右側人工氣胸 ヲ行 フ

事 ヲ薦 メタ。

他 ノ1例 ノ・Ulriciガ 書 イタ肺尖撮影 ノ敷果 アツタ例

デアルb輕 度ノ喀血 がアツタ患者デ、普通 ノ撮影デハ

右/上 野二墳殖性硬化性結核症 ガアリ、第一肋骨 ノ内

側部 ト第四肋骨 ノ背側部 トノ切黙 ノトコロニ疑ハシ

キ透亮ガアツタ。之 が眞ノ空洞デァル ヵ、骨構造ニヨ

ル錯畳デアルカノ疑 ヲ晴スタメニ、肺尖撮影 ヲヤツタ

トコロ、確ナ右肺尖ノ「マルク」大 ノ環状陰影 ヲ見タノ
○

デ 、 右 側 ノ人 工 氣胸 ヲ行 フ コ トニ シ タ。

以 上 ノ2例 ノ・Ulriciノ 操 作 ニ ヨル 肺 尖 撮 影 ノ債 値 ヲ

高 調 スル ニ足 ル モ ノデ ァル 。(東 京 市療 中 田抄)

傳 染 危 瞼 二 曝サ レタ ル 哺 乳 見 ノ 防 疫 二 於 ケ ル 結

核 相 談 ノ戌 果

H・Grass:Erf・lgderTuberkUl・seftirs。rgebeider

Sanierun99eξ 釜hrdelterSaug夏inge.

■



878 抄

出産 ノ當 初 ヨ リ、傳 染 力 アル 結 核 患 者 ㍗同 ジ世 帯 二住

居 ジ、依 テ感 染 ノ危 瞼 アル 哺 乳 見 ノ蓮 命 ヲ追 及 ジ タ モ

ノデ アノレ。

1931年 迄 二、出産 ノbキ 既 二開 性 肺 結 核 症 ヲ有 スル 患

者 ト生活 シ テ居 タ哺 乳 見382例 二就 キ 調査 シ、是 等 感

染 ノ危 瞼 二曝 露 セ ル小 見 ヲ2群 二分 ケ タ。郎 チ第1群

ノ・出産 ノ時 カ ラ知 ツ テル 小 見 第2群 ノ・共 後 二知 ツタ

モ ノデ アル 。

此 雨 群 二就 テ観 察 ス ル ト、若 シ保 護 ヲ出 産 ト同 時 二行

フb、 小 供 ノ1/3ガ 感 染 カ ラ免 レ・ル。 反 之 、 後 ニ ナ ツ

テ カ ラ始 メ ル ト僅 二115が 免 レ!ルノ ミデ アル。 小 見 ヵ'

危 瞼 二 曝 サ レル コ ト輕 ケ レバ 、相 談 ノ数 力 ・・一 層顯 著

デ、 此 場合 早 ク保 護 サ レル ト、%が 感 染 カ ラ免 迦 レ、

後 期=ナ ツ テ保 護 サt1タ 場 食 ・・113シカ免1イ ヌ。第2群

/小 見 ノ感 染 ノ時 期 ハ、第1群 ノ小 供 ヨ リ・・著 シク 早

ク現 レル。 從 ソ テ相 談 所 ノ活 動 ニ ヨツ テ、感 染 ノ時 期

冷 延 長 サ レ、 危 瞼 が減 少 ス ル コ トハ疑 ヒ 無 イ 事 デ ア

ル 。 叉 若 イ時代 二罹 患 ス ル鍛 ハ 、第2群 二著 シク多 イ

コ トガ詮 明 サ レタ。

死 亡 二關 シテ モ、 早 〃保 護 ヲ始 メ!膨 コ トニ ヨ リ・、一部

分 ハ死 ヨ リ免 レル コ トノ、疑 ヒ無 キ事 デ アル。

然 ラ バ保 護 事 業 が、何 故 二斯 ク良 イ結 果 ヲ齎 シタ カ ヲ

考 ヘ ノントキ、・小 見 ノ周 園 ノ患 者 が此 病 氣 ノ危 瞼 ナル コ

トヲ認 識 ス ル ナ ラ バ、小 供 ヲ感 染 カラ防 グ コ トガ出 來

ル が、 危 瞼 ノ認 識 がナ イ ト、豫 防策 ヲ講 ズノ兇コ トガ出

來 ナ イ ト云 フ事 實 デ ァル。

以 上 ノ根 櫨 カ ラ ジテ、相 談 所 ノ仕 事 ノ・、 結 核 罹 患及 ピ

共 死 亡 ヲ減 少 ス ル コ トデ アル 。(東 京 市 療 中 田抄)

遅 鈍性 経 過 ヲ有 ス ル 血 行性 播 種結 核 症 ノ 特 殊 型

二就 テ

LHantschmann:VberbesondereFormenhtimatogehρ

disseminierterTuberkulosemittorpidemVerlauf.

血 行 性 結 核 症 ノ型 二、多 数 ノ器 官 二稠 密 ナル 播 種 ヲ有

ス ル ニ拘 ハ ラメ、 治癒 ノ傾 向 ヲ 有 スル 幾 多 ノ例 がア

ル。 著 者 ノ・之 ヲtotpideFormendis§eMinierter

Tuberkuloseト 稽 ジテルd.是 等 ノ臨 抹 的特 徴 ・・、大 ナ

ル 器 官 ノ官 能 障 碍 ト、皮 膚 ノ「ツ ベル ク リ ソ」ノ敏 感 性

デ ァル。(東 京 市療 中田 抄)

1肺 出血 卜氣 象i

TheoKaiser:LungenblutungenundWetter

結 核 聲 者 ハ 、肺 出 血 が或 ノレ期 間集 マ ツ テ現 レル 事 實 ヲ

裁 察 シ、 種 々ナ ル氣 象 因 子 帥 チ温 度 、 氣 塵 ノ攣 動 、空
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氣 ノ瀟度、空氣電氣、曇天、雨等 ヲ研究 シ是等ヲ出血

ノ出現 ト關係付ケタ。

deRudderガ 氣 象學者Linkeノ 空 氣髄(Luftk6叩ern)

二關 スル學説ヲ利用ジ、之ニヨリ病的現象 ト氣象現象

トノ關係ヲ、一暦完結 ニスルコトが出來ル事 ヲ示シテ

カラ、氣象病理學 ノ・新二擾頭 シタ。

空氣膣 ノ學説 ノ・現今一般二認メラレテル。此説ハ、廣

範園二亙ツテ位置シテル全空氣 ガ、温度、漁度等 二關

シ大髄同ジ性質ヲ持ツテ居ル ト云フ確謹 カラ出テ居

ノレo

此 全 空 氣 艦 ・・大 氣 象状 況 ノ憂 化 ノ結 果 、他 ノ空 氣 髄 ニ

ヨ ツ テ騙 逐 サ レ、交 代 ス ル 。 共 際 新 蕉 ノ空 氣 ハ決 ン テ

混 ラナ イ ノ ミナ ラ ズ、交 代 ノ・氣 象 學 者 が多 ク ノ場 合 精

確 二測 定 出 來 ル トコ ロ ノ境 界 ヲ有 ス ル 。新 空 氣 燈 が前

ノ空 氣 髄 ヨ リモ温 デ アル ト、此 境 ノ・Warmfrontト シ

テ現 レ、 新 空 氣趨 ガ 前 ノ モ ノ ヨ リ 寒 冷 デ アル トキ ハ

Kaltfrontト ジ テ現 レル。

26ケ 月間 二瓦 ル 襯 察 ニ ヨツ テ、 肺 出血 ハ空 氣 留 ノ榑

換 ス ル 日 二 集 マ ツ テ起 ル 。Kaltfront2・Warmfront

ヨ リ強 ク作 用 スル 。 致死 的及 ビ重 キ 出血 ハ67%Kal・

tfrontノ 日 二起 ツタ 。如 何 ナ ル氣 象 因 子 ガ特 別 二此 作

用 ヲ爲 ス カ、 叉 此 氣 象影 響 ガ身 留 二、イ カ ニ作 用 スル

カ不 明 デ ア ル。 出血 ノ内70%ノ ・男 デ30%が 女 デ アツ

タ。 多 ク ノ拙 血 ハ5月 カ ラ10月 ノ澗 二起 ツ タ。

(東 京 市 療 中 田 抄)

肺 結 核 症 ノ外 科 的 療 法 二於 ケ ル 心 膿 及 ビ循 環

H.Kleesattel:HerzundKreislaufbeideroperativen

BehandlungderLungentuberkulose.

肺 結 核症 ノ循 環 器 二及 ボ 子 影響 へ 毒 素 作 用 ト、巌 痕

形 成 二因 ル トコ ロ ノ 心 臓 及 ビ循 環 ノ 機 械 的 障 碍 ノニ

者 デ アル 。病 毒 ノ・循環 器 ノ官 能 的 抑 制 ヲ爲 ス。 然 シ之

ガ永 イ間纏 綾 ス 〃 ト、永 繍 的 障 碍 ヲ蒙 〃 。 手 術 ヲ適 當

ノ時 期 二行 フ ト毒 性 ノ影 響 ノ・輕 イ。心臓 ノ機 械 的轄 位

ハ決 シテ外 科 的 療 法 ノ禁 忌 ニ ハ ナ ラナ イ
。雨 側 肋 膜 ガ

全 趨 二肥 厚 セル トキ ハ、手 術 危 瞼 が著 シク高 イ。 脈 搏

曲 線 ハ 手術 中及 ビ 手術 後=、2ツ ノ異 ナ ツ タ型 ヲ示

ス。 即 チtachykardischbbradykardischノ 型 デ ア

ル 。 移 行 型 が アル ガ之 ハ 稀 デ アル 。手 術 後 ノ特 別 ノ循

環 障 碍 トシテ・ 動 脈 性 空 氣栓 塞 ガ アル 。

(東 京 市 療 中 田 抄)

胸 廓 内爲 眞

W.Kremer:EndothorakalePhotographie 、
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胸廓焼灼術ノ施行後間モナク、「レソトゲソ」像 ト併セ

テ、手術ノ経過及 ピ手技上 ノ結果 ヲ客観的二訊明セソ

が欝 へ 胸廓嶢灼 ノ像 ヲ窺眞ニシテ置キタイト云フ希

望が起ツタ。

必要ナモノへ 手術ノ各段階 ヲ像二撮ルコトノ出來〃
　

器 械 デ アル。GeorgWolf會 紅 力●、 種 々試 作 シ タ結

果 、斯 ル 器械 ヲ製 作 ス ル コ トニ成 功 シタ。 之 ノ・普 通 ノ

Optikヨ リモ僅 二太 ク テ、直硯 軸 二五 枚 撮1/ル トコ ロ

ノ、 小 ナルKassetteが ア リ、 傾 ケル 副 軸 カラ観 察 シ

手 術 ヲ行 フ コ トが出 來 ル。(東 京 市 療 中 田抄)

横 隔 膜 紳 脛捻 除 術 ノ適 感 決 定 二 封 ス ル 呼 吸 ノ 「レ

ン トゲ ン」波 動 描 爲 法 ノ債値

W.Kre .merundvonderWeth:DerWertderR6n・

tgepkymographiedesAtemzugesftirdieIndikation.

sstellungzurPhrenikusexairese.

凡 ユル 虚 脱 療 法 ニ トソ テ、非 常 二重 要 ナル 問 題 ・・、 罹

患 肺 部 が結 局 、取 縮傾 向 ヲ示 シタ カ ドウ カデ アル。 普

通 ノ「レ ソ}ゲ ソ」像 デ、牧 縮 ノ徴 候 ヲ見 出 シ得 ナ イ場

合 デ ラ、 波 動 描 鳥 撮 影 ニ ヨツテ 剣 定 ス ル コ トガ出 來

ノVo

牧縮牽引が充分デ、且ツ肋膜腔が正常デアル場合、中

央陰影ノ・吸氣ノ際、著 ンク罹患側二引張ラレル。牧縮

牽引が肺ノー部帥チ上、中及下野二強 イトキノ・、中央

陰影 ・・部分的二移動スル。更二呼吸ノ「レソトゲソ」波

動描罵ニヨツテ、肋膜腔 ノ状態 ヲ知ルコ トが出來ル。

1・ 横隔膜鋸歯が邊縁二向ツテ墳加シ、部チ矢状撮影

デ外側二、斜或ハ 前額撮影デハ 前方或・・後方二墳加

.シ、大サが著 ジク減少スル場合、明 カニ横隔膜肋骨賓

ノ癒著 ヲ考ヘル事ガ出來ル。

2・ 側壁肋膜 ノ癒著ニヨツテ、肺臓ハ横隔膜 ト共 二蓮

動茎ルコトガ妨ゲラレル。横隔膜運 動 ト同方向ノ鋸歯

ハ、肋膜癒著ナキ場合ノ如 クニハ、遙 力上部二達 シナ

イ。

3・ 側壁肋膜癒著ノ場合ハ、肺内鋸薗ノ・横隔膜鋸歯 ト

同様二、邊縁二向 ツテ大サが減少スル。

以上 ノ襟ナ波動描罵 ヲ示ス トキ・・、上葉二樹スル横隔

膜紳経捻除術 ノ敷果ノ・得ラレナイ。

4・ 葉間圭腔ノ癒著ノ・、側壁肋膜 ノ癒著が同時二存在

スル場合デラ、波動描罵鳥眞ニハ横隔膜 ト同方向 ノ鋸

歯ガ上野ニマデ、高ク上 甥テルノが見ヘル。

5・ 上野 ノ牧縮牽引ガ非常二強〃
、肋骨ノ上方運動が

充分デアル ト・.葉間圭要腔 ノ癒著がアル場合、肋骨/
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牽 引 ガ下 方 二非 常 二廣 ク傳 イ・リ、横 隔膜 ノ運 動 ヲ妨 害

ス ル。 此 機轄 ヲ、 波 動 描 窩 撮 影 デ見 ル ト、横 隔 膜 トソ

共 同運 動 が肺 内 二殆 ソ ド認 メ ラ レズ、横 隔膜 運 動 ハ小

デ 、多 相 ノ曲 線 ヲ描 〃。 之 ハ肋 骨 牽 引 が横 隔 膜 蓮 動 ヲ

制 動 ジ、吸 氣 二横 隔 膜 ヲ部 分 的 二上 方 二引 張 ル 。 之 が

横 隔 膜 ノ逆設 的運 動 ヲ起 ス ニ 至 ノレ。

4、5ノ 様 ナ場 合 、 横 隔 膜 捻 除術 ノ敷 果 ハ、 一 部 ハ運

動 ノ減 少 帥 チ安 静 ノ意 味 ト、一 部 ハ 弛緩 ノ意 味 デ 直 チ

ニ表vル 。 而 テ4,5ノ 如 キ場 合 ノ・波 動 描鴇 撮 影 デ ナ

ケ レバ認 ムル コ トノ、出來 ナ イモ ノデ ァル。

(東 京 市 療 中 田抄)

横 隔 膜 神 脛 捻 除 術 ヲ受 ケ タ ル130例 ノ其 後 ノ遽 命

H.Meiners:OberdasweitereSchicksalvon130

durchdiePhrenikoexaireseoperiertenpatienten..

横 隔 膜 神 経 捻 除 術 ヲ 受 ケ タ 患 者130人 二手 紙 ヲ 出 シ

テ、其 後 ノ状 態 ヲ問 ヒ合 セ タ トコ ロ101人 力ラ返 事 ヲ

畳 ケ タ。 此101人 ハ殆 ド全 部 空洞 ヲ有 シ、且 ツ雨 側 ガ

侵 サvテ ル モ ノデ ァル ガ、 共 内35人 ガ死 亡 シ タ。 死

亡 率 が高 イ ノハ 、患 者 ガ重 症 デ ア リ、 且 ソ 雨 側 が侵 サ

vテ 居 タ ・メ デ アノレ。 爾 生存 セル60人1・ 、 僅 カ ノ例

外 ・・アル が元 氣 デア ル。心臓 及 ビ 胃 ノ方 ノ苦 痛 ノ・1同

モ見 ラ レナ イ。39人 ノ・2年 牛 乃 至6年 後 ノー今 日 モ結

核 菌 ヲ詮 明 サ レズ、38人 ノ・螢 業 二從 事 シ テル 。

(東 京 市 療 中 田抄)

結栃 性 画形 浸 潤 竈 ノ結 末

WilhelmRoloff:ZumAblauftuberkul6serRundin-

filtrate.

8例 ノ圓形 浸 潤 竈 ヲ観 察 シ テル 。此 圓 形 病 竈 ハ結 核 性

現 象 ノ特 別 ノ型 デ アル カ㌦ 然 シ夫 ガ如 何 ナル 條 件 ノモ

トニ 出來 ル カへ 未 ダ充 分 二知 ラ レテ ナ イ。 恐 ラ ク大

多 数 ハ血 行 性 二起 ル モ ノデ ア ル ガ、外 部 ヵ ラ ノ再 感

染 ニ ヨ リ生 ズル コ トモ 、否 定 ス ル コ トが出 來 ヌ。 進 展

牙ル 傾 向 ハ}般 二少 ナ イ。 多 ク ノ場 合 、病 機 ノ・長 イ 間

静 止 ノ状 態 二止 マル。 他 方斯 ル 圓 形 病 竈 ノ・融 解 シ、廣

汎 ナ空洞 形成 ヲ作 ル事 ガ ァル 。豫 想 ス ル コ ト ノ出來 ナ

イ斯 ル結 末 ハ、圓形 病 竈 ヲ早 期 二虚 脱 療 法 ノ規 準 二從

ッ テ、 治療 ス ル動 機 トナル ノデ アル 。

(東 京 市 療 中田 抄)

腸 結 核 症 問 題 二 封 ス ル知 見 補 遺

JuliusR・ther:Beitr5gezurPr・blematikderDarm -

tuberkulose.

「レ ソ トゲ ソ」所 見 ↑解 剖 ノ結 果 トヲ比 較
シテ、 「レソ
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トゲ ソ」槍 査 ノ信 頼 二 關 シ批 剃 ヲ爲 シ、 叉 浩 翰 ナル 材

料 ニ ヨツ テ 、腸 結 核 症 ト赤血 球 ノ沈降 速 度 ト ノ關 係 ヲ

訊 明 シ テ ル。

腸 結 核 症 ノ「vソ トゲ ソ」検 査 ハ、 其41sガ 解 剖 ノ所 見

トー 致 シタ。

結 核 症 ノ経 過 中、 赤血 球 沈 降 速 度 ヲ高 メノレ要 素 ハ、主

二肺 ノ滲 出性 機 轄 、 融 解 及 ビ播 種 機 縛 、喉 頭結 核 症 及

ビ肋 膜 滲 出 デ アル が、腸 結 核 モ 亦此 要素 トナ リ得 ル カ

ヲ研 究 シタ。

「レ ソ トグ ソ」診 断 ニ ヨ リ
、腸 結 核 症 デ赤 血 球 沈 降 速 度

が、1時 間値30以 上 ノモ ノノ・62.2%デ 、 「レ・ソ トゲ

ソ」デ腸 結 核 症 ヲ 謹 明 シ 得 ナ カツ タ モ ノハ49.8%デ

アノレ。

是 等 赤 沈 速 度 ノ高 度 ナ モ ノ ・中 デ 、他 ノ 因子 デ赤 血 球

沈 降 速 度 ノ高 マ ツタ ト 云 フ コ トが 詮 明 サ レナ イ例 数

ハ、 「vソ'ト ゲ ン」デ腸 結 核 陽性 ナ モ ノニ ・・36 .7%陰

性 ナ モ ノ ニ ノ・26・5%デ 、 其 差 が著 ・yイ ト見 テ ヨ イ。

從 テ腸 結 核 症 モ、事 實 上 赤血 球沈 降速 度 ヲ高 メ ル影 響

ヲ及 ボ ス コ トガ詮 明 サ レタ。

此 成 績 カ ラ シ テ、堆 殖 性 或 ハ培 殖 性 硬 化 性 空 洞 性 肺 疹

デ 、 高 イ赤血 球 沈 降 速 度 ヲ示 シ タ場 合 ・・、腸 結 核 症 ヲ

考 へ 更 二其 診 噺 上 ノ謹 明 ヲ追 及 スル 必 要 が アル 。

(東 京 市療 中 田抄)

結 核 症 卜年 齢 トノ關 係 ノ疑 問 二封 ス ル知 見 補 遺

E.Saegler:BeitragzurFrage《lerBeziehungen

zwischenTuberkuloseundLebensalter.

WaldhausCharlottenburgデ 治 療 シタ6000人 ノ開性

肺 結 核 症 二就 テ 調 べ タbコ ロ、 滲 出性 肺結 核 症 ハ13

歳 カ ラ18歳 ノ間 二最 モ 多 ク(42.5%)現v、30歳 後 ノ・

遙 カ ニ少 クナ リ・46歳 ヨ リ50歳 ノ間 デ ・・稀 二(10.5

%)現 レル。 帥 チ滲 出性 肺 結 核 ナル モ/・ ・、 思 春期 及

ビ青 年 期 二 多 イモ ノデ アル。 塘 殖 性肺 結 核 症 ・・13歳

ヨ リ35歳 ノ間 二、ZF均35・5%ノ 割 合 デー 様 二現 ノ・ル
。

硬 化 性 ノ肺 結 核 症 ハ13歳 ヨ リ18歳 ノ問 デ ノ・比 較 的稀

デ(22%)、35歳 ヵ ラ60歳 ノ間=多 ク、 年 齢 ト共 二培

加 シ テ行 ク。

肺 結 核 症 ノ結 末 ノ速 度 ノ・、13歳 ヨ リ40歳 ノ間 デ罹 患

シ、WaldhausCharlottenburgデ 死 ソダ500人(男295
、

女205)二 就 テ調 ベ タ トコ ロ、 急 劇 ナ 経 過 ヲ トル型 ノ

最 モ多 イ年 齢 ハ、 男 モ女 モ 思 春 期 デ ハ 無 ク、19歳 ヨ

リ21歳 デ 帥 チ青 年 期 デ アル 。 急 性 二経 過 スル 病 型 ノ

数 ハ、 女 ノ方 が男 ヨ リモ多 イ。 死 亡 率 が10代 デ急 二

録 【第15巻

上 リ、20代 ノ初 二 於 テ頂 鮎 二達 ス ル コ トへ 理 境 ノ關

係 ト共 二、 年 齢 ニモ ー 般 二關 係 スル 毛 ノデ アル。

(東 京 市 療 中田 抄)

結 核 性 膿 胸 ノ肋 膜 腔 内金 療 法

CurtSchelenz:UberintrapleuraleGoldbehandlung
●

tuberku16serEmpyeme.

人 工 氣胸 療 法 ノ トキ、 最 モ屡 く起 ル 副所 見 ノ・、胸 腔 内

ノ滲 出液 デ アル 。此 滲 出 液 ノ成 立 二關 ス ル 考 察 ガ 多様

デ アル カ ラ シ テ、療 法 二封 スル 塵 置 モ 多 種 デ アル 。 常

二 「カル チ ウ ム」投 與 が、豫 防 的 ニ モ治 療 的 方 面 二於 テ

モ、 或 程 度 ノ債 値 ヲ有 ス ル。

無 菌 ノ滲 出液 が膿 胸 二墾 ル コ トハ 、 ドノ場 合 二於 テモ

望 マ シイ 出來 事 デ ナ ク、其 結 末 ノ・豫 想 サ レズ、 療 法 ハ

必 ズ延 長 サ レ、豫 後 ノ・悪 イ ノデ アル。 膿 胸 ノ場 合 、 藥

物 療 法 ヤ肋 膜 腔 ノ洗 潅 等 ヲ行 ツ テ 、数 果 ヲ得 ヤ ウ ト試

ミル が、 夫 ニ モ拘 ノ・ラ ズ結 局 、手 術 的 塵 置 が最 後 ノ手

段 トシテ残 ル ノデ アル。

肋 膜 腔 ヲ洗潅 ス ル 藥 燭 ・・、澤 山 推薦 サ レテ ル。 帥 チ生

理 的食 盤 水、 「リバ ノ ー ル」、「トリパ フ ラ ビy」 、 沃 度 ・

液 、 沃 度 「ナ ス チ ソ」、 棚 酸 水 、「メ チ レ ソ ブ ラ ウ」液 等

デ ァ〃 。是 等 ノ藥 刺 ・・一 方 カ ラ推 薦 サ レル カ ト思 フ ト

他 方 カ ラ否 定 サ レテ ル。

著 者 ノ・2ラ ソス ノ雑 誌 二 掲 載 サt1タ 簡 軍 ナ論 文 二刺

戟 サ レテ、 最 近 二結 核 性 膿 胸 二Krysolganヲ 肋 膜 腔

内 二注 射 シ、 好 結 果 ヲ得 タ。(東 京 市療 中 田抄)

胆 諮 ト結 核 症 、艘 型 及 ビ膿 質 異 常 ト肺 結 核 症 トノ關 係

WilfridSchtiler:UberK6rperbauundTuberkulose.

DieBeziehungenvonK6rperformenundKonstitu・

tionsanomalienzurLungentuberkulose .

200人 ノ男 性 結 核 患 者 ノ鰹 格 ヲ調 ベ タ1・ コ ロ、 細 勇型

艦 賂(LePtosomen)ハ38・5%、 筋 肉 性 髄 賂27%、 嘔

幹 掻 大 髄 賂(Pykniker)ノ ・11.5%デ ア ツ タ。

30歳 迄 ト30歳 後 トノ年 齢 別 二就 テ、 燈 賂 型 ノ分 布 二

著 ・yイ差 異 ガ アル 。30歳 後 ニ ハ細 勇 型 髄 賂 ノ割 合 ノ・

滅 少 シ、筋 肉性 髄 賂 及 ビ躯 幹 張 大 髄 賂 ノモ ノ ガ非 常 二

多 イ。 結 核 症 罹 患 ノ燈 質 ハ、決 シ テ艦 賂 型 二 關 係 シナ

イ ト云 ヘ ル。 結 核 症 髄 質 ハ、寧 ロ髄 型 二無 關係 ナ 個盟

ノ性 質 デ アル 。

肺 結 核 症 ノ急 性 ・ 亜急 性 及 ビ慢 性 ノ経 過 ハ 、凡 甚 ル髄

儲 型 二洞 瀕 度 デ現 レ瓦 ドノ髄 賂 型 が特 β町二結 核

症 二 弱 イ カMフ 事 ・鐙 明 サ レナ カ ツ タ
。

(東 京 市療 中 田抄)
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纏 隔 甕肋 膜 炎 ノ疑 問 二就 テ'

OttoSteinmeyer:ZurFragederPleuritismediasti・

nalis.

縦 隔 賓 肋 膜 炎 ト ノ類 症鑑 別 二 躯 ゲ ラ レ・ル疾 患 ハ實 二

多 敷 デ ア ル。Grabergerカ ●縦 隔 蜜 肋 膜 炎 ノ診 断 ・・、手

術 力解 剖 カニ ヨ ツテ 確 定 サ レタ 場 合 ノ ミデ アル ト云

フテ ル が、然 ラバ 内科 署 ハ手 術 ニ ヨソ テ之 ヲ決 メ ネ バ

ナ ラヌ。 手 術 ニ ョ・ル 謹 明 トシ テ ・・、試 験 穿 刺 並 二治療

穿 刺 ヲ用 フル ヨ トデ ア ル。 諸 家 ノ文 献 ヲ通 ジデ観 ル

ニ、 穿 刺 液 ノ・少 量 デ ア ル コ トが屡 くデ ア リ、且 ツ 多 ク

ノ・第 二 同 穿 刺 ガ陰性 デ アル コ トが 目 立 ツテ ル。之 ノ・滲

出液 が多 〃 ノ場 合 少 量 デ、急 速 二吸 牧 、濃 縮 或 ・・腓 砥

饅 形 成 二導 ク カ ラ デ アル。(東 京 市療 中田 抄)

Zeitschriftf並rTuberkuloseBd.77.H.1,1937.

肺 結 核 卜「ア テ レク タ ー ゼ」

HannsAlexanderundDr.Friedreich.Hasselbach:

LungentuberculoseundAtelektase.

著 者 ハ「アテvクeR・-VJヲ 氣 管 枝 閉鎮 ノ 後 二其 ノ後

方 ノ肺 領域 が徐 々 二 無 氣 状 態 ニナ ル トコ ロ ノ 吸牧 性

「アテ レク タ ー ゼ」(之ノ・肺 結 核 二封 ジ テー 役 ヲ演 ジル)

ト滲 出液 及 氣 胸 ノ際 二 見ル 弛緩 性「ア テ レクタ ー ゼ」及

歴 縮 性 「アテ レ 〃タ ー ゼ」トニ分 類 シ、第 一 型 デ ハ縦 隔

膜 ノ・患 側 へ、 第 二 型 デ ノ・健 側 へ 縛 位 ヲ起 シ マヌ。

吸 牧 性 「ア テ レク タ ー ゼ」ノ・異 物、 腫 瘍 、脊 桂 後屈 側 轡

症 、 重 症 氣 管 枝 炎 、殊 二肺 結 核 ノ時 二成 立 ス ル モ ノデ

ア リ、弛 緩 性 「ア テ レク ター ゼ」ノ・肋膜 腔 ノ空 氣 及 液 髄

ニ ヨツ テ成 立 ス ル モ ノデ ア リマ ス。

是 等 「アテ レク ター ゼ」ヲ起 セシ肺 領 域 ノ 運 命 ハ氣胸

・;一・ヨル 年 絵 ニ ワタ ルKollapsノ 後 二 ・・肺 ・・共 健 康 部

二於 テ ・・再 空 氣 ヲ入 レル 標 ニ ナ リ呼 吸 可 能 ノ状 態 ト

ナル が、モ シ炎 症 性 成 分 ガ加 ハ ル ト肺 胞 表 皮 細胞 ハ 脱

落 シ塘殖 性 肉芽 組 織 デ充 汐 サ レ、共 結 果搬 痕 性牧 縮 ト

氣 管枝 櫨 張 ガ成 立 ジ マ ス。脾 臓 様 肺 領 域 ・・炎 症 性 作 用

二封 シテ好 都 合 ナ下 地 トナ リマ ス ガ、結 核 二封 シテ ハ

場 合 場 合 ニ ヨ リ色 々ナ 關 係 ニ ナ リマス。肺 結 核 ノ際 ノ

「ア テ レク タ ー ゼ」ノ成 立 ノ・色 々ナ 可 能 性 が ア リ
、手 術

的 虚 脆療 法 、 肋 膜滲 出液 ニ ヨル 弛緩 、 喀 血 血 疾 、乾酪

塊 、粘 膜 腫脹 、 肉芽 獲 生、 喀 疾 ニ ヨル氣 管 枝 閉 鎮 、外

部 ヨ リ ノ肺 門腺 腫 脹 、 葉 間 浸 出 液 、 浸 潤 病 竈 、萎 縮 病

竈 ニ ヨル氣 管 枝 歴 迫 、 叉ノ・牽 引 等 デ ア リマス 。

「ア テ レク タ ー ゼ」ノ肺 結 核 二 及 ボ ス 影響 ノ・周 園 ヘ ノ

牽 引 ニ ヨル モ ノデ 空 洞 ノ披 大 ヤ 乾酪 化 及 其 ノ融解 ヲ

早 メ ル コ トア Φ、反 封 二空洞 へ通 ズル 氣管 枝 ヲ歴 閉 シ

テ空 洞 ヲ縮 小 セ シ メル コ トア リ、叉 「アテ レクタ ー ゼ」

部 ノ中及 周 リノ 血 液 循環 ノ 攣i化 ニ ヨ リ 病 竈 ノ充 血 ヲ

來 シ好 影 響 ヲ及 ボス 、或 ハ肺 部 分 ノ萎 縮 ヲ助 ケ病 竈 ノ

損 がル コ トヲ防 グ場 合 モ ア リ得 ル シ叉02ノ 不 足 ノ爲

メ結 核 菌 二不 利 二作 用 シ マ ヌ。

次 デ 診 断 及鑑 別診 断 ヲ述 べ、5「 マ ル ク」貨 大 以 下 ノ

eア テvク タ ー ゼ」竈 ・・X線 誼 臨 腺 的 診 断 法 ニ テ 詮 明

出 來 ズ ト。 著 者 ・・爾 腺 破 壌 ノ後 ノmassiverLungen・

kollaps.Prim駈Infiltrierungen及 成 人 ノInfiltrate

ノ際 ノ「アテ レク タ ー ゼ」。

播 種 性 結 核 ノ際 ノ「ア テ レク タ ー ぜ」。

肺 結 核 ノ特 別 ナ ル 「ア テ レク タ ー ゼ」型 。

氣 胸 ト「ア テ レ〃タ ー ゼ」、「選 揮 氣 胸 」、 氣 胸 及 ビ捻 除

術 ニ ヨ リ生 ズル 「ア テ レクタ ー ゼ」。

空洞 ト「ア テ レク タ ー ゼ」ノ各項 二就 テ例 ヲア ゲ テ説 明

シテヰ マ ス。(刀 根 山 山 中抄)

讐 胎 見探 究 ハ結 核 二 於 ケ ル 遺 傳 的 影 響 二 關 シテ

如 何 ナ ル 意 味 ガ ア ル カ

ErichEckstein:WasbesagtdieZwillingsforschung

趾〕erdenErbeinflussbeiderTuberkulose?

〔遺 傳 的疾 患其 他潰 傳 的 徴 候 ノ・一 卵 性 讐 胎 見 二於 テニ

卵 性 墜 胎 見 二於 ケル ヨル モ屡 く共通 二見 出 サル 〕 ト云

フSiemensノ 璽i胎 見病 理 的遺 傳 法 則 ノ逆 ・・直 チ ニ 眞

ナ リ ト認 メテ ノ・ナ ラナ イ。

結 核 ハ遺 傳 的 ノ自然 抵 抗 ト 環 境 トノ ニ 因 子 ニ ヨ リ起

ル 疾 病 ナ リ、渣 傅 素 因 ヨ リ來 ル結 核 ノ・一 卵 墜 胎 二於 テ

ニ 卵 墜 胎 見 ヨ リモ共 通 二起 ル コ ト多 イ
、然 シ見 カ ケ上

違 ツ タ環境 ノ標 デ モ實際 環 境 が 同 ツ イ爲 メ ニ環 境 ニ

ヨル結 核 が 一卵 璽 胎 見 二共 通 二 多 ク起 ル コ トモ アル
、

叉 環 境 ガ 因 子 トシ テ 登 病 シ タ 結 核 ガ ー 卵 讐 胎 見 二於

テ ノ・ヨ リ多 ク共 通 ノ経 過 ヲ トリ得 ル。

一 卵 讐 胎 見 ・・「ZustandnachSpaltung
」アル 爲 メー 般

機 能 ノ低 下 ヲ來 ス 、之 レガ タ メ ニー 卵 墜 胎 見 二於 テ結

核 罹 患 ヲ共 通 ナ ラ シ ムル場 合 モ ア リ得 ル、此 ノ事 ハ今

後 考 慮 二入vテ 探 究 ス ベ キ デ ア ル。 兎 二 角Siemens
●
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法 則 ノ逆 ヲ直 チ ニ 用 ヒテ ノ璽 胎 見探 究 ニ ヨ リ結 核/

登 病 因 子 ヲ究 メ ソ トス ル方 法 な 現 在 ノ吾 人 ノ 知 見 二

於 テ ノ・不 適 當 デ ア ル。(刀 根 山 辻 川 抄)

椹 附病 理 解 剖 集 成 標 本 ノ製 作 法

0.Kochu.H。Schulze:DieHerstellunggerahmter

Pathologiech・anato噸scherSammelungspr蓋parate.

臓 器 ヲ 「カ イ ザ ー リソ グ」液 ニ テ 固定 ・y.3「4mm厚 サ

ノ板 状 二切 リ額 縁 内 二牧 メ、片 面 或 ハ 雨 面 ヨ リ覗 得 ル

様 ナ ル 永久 標 本 ノ製 法 ヲ訊 明 ス。(刀 根 山 杉 田抄 〉・

'、

ZeitschriftfurTuberkuloreBd.77.H.2,1937.

原 獲 性 肺 腫 瘍 卜肺 結 核 トノ鑑 別 診 断 蛇 呂 前 癌 腫

性 素 地 ノ構 成 二封 ス ル結 核 ノ意 義 二就 テ

OswaldFeuchtinger:Uber(lieDifferentialdiagnose

zwischenprimsrenLungentumorenundLungentu。

berkulose,unddieBedeutungderTuberkuloseftirdie

Schaffungeinespracancer6senZustandes.

本 文 二於 テ ・・肺 結 核 ト肺 腫 瘍 トノ 鑑 別 診 断 上 必 要 ナ

ル文 獄 ヲ総 括 的 二考 察 吟 味 シ、著 者 ノ経 験 ヲ詳 細 二述

べ、 肺 腫 瘍 ノ治 療 法 二及 ンデ ヲル。

Agra「 サ ナ ト リユ ウ ム」二肺 結 核 トジ テ 逡 ラvタ ル 患

者 ノ中精 密 ナ 諸 検査 二依 リ、7例 ノ肺 腫 瘍 ヲ 見 出 シ

其2例 ハ原 獲 性氣 管枝 癌 デ ア リ、別 ノ1例 ノ・乳 癌 ヨ リ

轄 移 シタ肺 腫 瘍 デ ア ツ タ。是 等 ・・何 レモ死 後剖 検 ニ ヨ

ツ テ確 メ ラ レタ モ ノ デ アル 。是 等 ノ例 ノ観 察 ヲ基 礎 ト

シ テ肺 結 核 ト肺 腫 瘍 ト ノ鑑 別 診 噺 、共 他 雨 者 ノ蛮 生 的

關 係 二就 キ重 要 事 項 ヲ詳 細 二述 ベ テ ヲル。即 チ著 者 ノ

例 デ ノ・肺 腫 瘍 ノ・職 業、 環 境 ニ ノ・關 係 ナ ク、40歳 、50

歳 代 二多 イ。 叉 喫煙 者 二多 イ傾 向 が窺 ・・レ、逡 傳 的素

質 が共 獲 生 ニ アル 程 度 迄 關 係 アル 事 ・・否 ム事 が 出來

ナ イ。 鑑 別 診噺 トシ テ ハ既 往症 、 覗 、 打 、聰 診 、槍 温 、

検 疾(細 菌 、 血 液 、 腫 瘍 組 織 、 脂 肪 小 髄)、 血 液 像 、 赤

沈 反 磨 、血 清 諸 反 磨 等 ヲ詳 細 二槍 査 吟 味 ス ル事 ノ・診 断

上 有 力 ナ参 考 トナ ル が、 更 二必 要 ナ補 助 診 噺 法 ノ・「レ

ソ トゲ ソ」検 査 デ アル 。 然Vド モlVン トゲ ソ」検 査 二

佐 ツ テ モ肺腫 瘍 ヲ蛮 見 ジ得 ザ ル場 合 ノ・カナ リ多 ク、殊

二初 期 二於 テ然 リデ アル。叉 随 伴 肋 膜 炎 ノ滲 出液 ノ住

状 ヲ槍 査 スル 事 ・・診 断 上 参 考 トナル 事 モ アル。丈 獄 ニ

ヨル ト肺 腫 瘍 ト肺 結 核 トノ合 併 ・・稀 ナ ル モ ノデ ア リ、

之 二就 テ結 核 ・・腫 瘍 ノ 稜 生 二 免疫 ヲ賦 與 ス ル モ ノデ

ア ル トイ フ學 者 モ ア リ、逆 二腫 瘍 獲 生 ノ素 地 ヲ作 ル ト

云 フ人 モ アル 。著 者 ノ経 験 ニ ヨ レバ必 ズ ンモ是 等 ノ關

係 モ ナ 久 亦 互 二排 除 的 關 係 ニ ア ル モ ノデ モ ナ イ。 唯

腫 瘍 ノ併 號 ニ ヨ ツ テ結 核 ヲ活 動 セ シメ 、且 進 行 セ ヅ ム

ル 事 アル ノ・事 實 デ ァル。(刀 椥II柳 澤 抄)

謹 格 及 ビ人 種 卜結 核 トノ關 係

CarlEllinghaus:Kδrperbau,RasseundTuberkUlose.

著 者 ノ・Neuenbtirg二 於 ケル 健 康 相 談 所 ヲ訪 問 セル 圭

トシ テ 田 舎 ノ住 民581名 二就 テ、其 髄 格 及 ビ人種 ト結

核 トノ關係 ヲ調 査 シ次 ノ結 論 ヲ得 タ。

(1)結 核 患 者 中 デ ハ細 長 型 二 隔7ル 者 が 健 康 人 ノ間

ノ ソVヨ リモ遙 カ ニ多 イ、筋 肉 型 デ ノ・之 ト反i封 二結 核

患 者 中 デ ハ 健 康 人 中 二 於 ケ ル ヨ リモ 遙 カ ニ少 籔 デ ァ

ル、肥 満 型 ノ・結 核 患 者 中 デ ノ・健 康 人 ノ間 二於 ケ ル ヨ リ

モ稽 く少 イ。

(2)細 長 型 ノ中 デ結 核 患 者 ノ・30歳 以 内 ノ者 が尤 モ多

撒 ヲ占 ム。 筋 肉 型 及 ビ肥 満型 デ ハ結 核 患 者 ハ30歳 以

後 ノ者 ガ多 イ、30歳 以 後 ノ結 核 患 者 中細 長 型 二厨 メ

ル者 ノ・健 康人 ノ間 ノ ソ レ ヨ リモ 多 イ、筋 肉型 デ ノ・正 三

之 ト反射 デ アル 。肥 満型 及 ビ筋 肉 肥 満 型 デ ノ・良 性 ノ型

ガ 多 ク細 長 肥 満 型 デ ノ・特 二重 症 が多 イ、 殊 二16歳 ヨ

'
リ30歳 迄 ノ年 齢 二於 テ然 リ。 結 核 デ 死 亡 シタ モ ノ 、

中 デ如 何 ナ ル 饅格 ノ者 ガ ド ノ様 二 配 分 セ ラ レテ居 〃

カバ著 者 ノ確 謹 ヴ カツ タ が16kert氏 ニ ヨハ 織

型 ガ7096ヲ 占2・ル ト云 フ。'

(3)483例 二就 テ髄 格 ト人 種 ト結 核 トノ關 係 ヲ調 査er

タ ガ濁 逸 二於 テ ハ 人種 ノ 混 合 が 強度 ナル 爲 メ,_1vツ

ノ人 種 ガ結 核 二封 シテ、特 二抵 抗 力 ア リ トイ フ様 ナ軍

一 ナル 結 果 ハ認 メ ラ レナ カ ツ タ
。故 二結 核 二i封 シテ如

何 ホ ド迄 、1ツ ノ人種 髄 質 及 ビ髄 格 ナ ル概 念 ガー 致 ■

ル カ ト云 フ事 ・・此 庭 二明 言 シ得 ナ イ ト述 ベ テ居 ル
。,」

(刀 根 山、 西 村抄)

下 垂 膿 瘍 ヨ リ起 リシ肺 結 核 症

A・HeymerundGreteB・erger:Lungentuberkuld忌 む

voneinemSenkungsabszeBaus.

著者ハ22歳 ノ既婚婦人 ニシテ思春期ニー度脊椎ri

リエス」二罹 リシモノが治癒 シ共後妊娠ニヨリテ再登

シ寒性膿瘍 ヲ形成 シ之 ガ直接肺臓内二破 レテ肺結核

症ヲ起 シ分娩後粟粒結核 ノ爲メ_死 亡シタル極メデ
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稀 ナル1例 ヲ報 告 シ テ居 ル。(刀 根 山 西 村 抄)

内朧 韓 位 症 ト氣 管 枝擬 張 庄

A.Wernli.Haessig:SitusinversusundBronchiektasie.

Kartagener茂 二擦 ル ト氣 管枝 櫨 張症 力'先天 的 ナ 〃場

合 ニ ノ・往 々同 時 二 慢 性 副 鼻 腔 炎 及 内 臓轄 位 症 ア リ ト

云フ。著者ハ22歳 ノ女デ全内臓縛位症及 ビ氣管枝披

張症アリ同時二 鼻茸及ピ 前額賓蛇二上顎賓 ノ化膿症

アル1例 ヲ報告シ、此場合 ノ氣管枝櫨張症 ノ先天的ナ

ル事 ヲ主張ヌ。(刀 根山 西村抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

肺 結 核 ノ新 血 清 診 新

H,Kodama:EineneueSeroJiagnostikderLungen。

tuberkulose(Zb1.Baktel∵1.Orig.Band138.H.7/8.)

結 核 菌 ノ可 及 的 若 イ「グ リセ リソ、ブ イ 笥 ソ」培 養 ヲ、

濾紙 デ癒過 シ、 濾 紙 上 ノ残 渣 ヲ3%唖 酸 酒 情 デ、2日

間 塵 理 シ テ殺 菌 ス、 此 菌塊 ヲ又 濾 紙 デ濾 過 シテ、酸 性

反 磨 ヲ呈 シナ イ程 度 迄 生理 的 食 唖 水 デ洗潅 ス.其 後 菌

塊 ノ・乾燥 器 デ乾 燥 ジ、陶 製 ノ乳 鉢 ニ テ研 磨 ス、 此 〃 ジ

テ黄 白色 ノ無 定 形 ノ粉 末 ヲ得 、此 ヲ更 二 〇.5%ノ 石 炭

酸 生理 的 食鞭 水 デ100倍 二稀re・yテ 、全 ク透 明 ナル 浸

出液 ヲ得 、此 ヲ「ア ソチ ゲ ソ1ト シテ使 用 ス、 検 査 材 料

トシテ へ 被 験 患 者 ノ活 性 血 清 ヲ使 用 ス 、該 血 清 ・・透

明 ナ ル ヲ要 シ、 若 ン微 量 ノ紫 状 潤 濁 ノ ア ル場 合 ノ・、撮

馬60度 ノ重 湯 煎 中 二、 瞬 時 温 メ テ透 明 トス ル試 験 方

法 へ 被 験 血 清 ノ0.1耗 ヲ試 験 管 二注 入 ジ、 其 上 二、

前 記 「ア ソチ ゲ ソ」0.5琵 ヲ重 憂 ス,其 際 毛 細 管 「ピペ ツ

ト」ヲ利 用 ジ、 「ア ンチ ゲ ソ」ヲ出來 ル 丈 静 二、 試 験 管

ノ内側 ゴ漕 ヒ テ、 血 清 ト接 燭 サ セル 様 二注 意 ス 、反 磨

ハ室 温 ニ テ槍 ス 可 ク、卿 卵 器 ヲ使 用 ス ベ カ ラ ズ、封 照

トジ テ、同時 二確 實 二非 結 核 ノ血 清 ヲ使 用 スル が望 マ

シ イ、結果 ノ列 噺 ニノ・試 験 管 ヲ光 ニ カザ シテ見 ル ト、

ヨク判 ル が、白色 輪 ガ 血清 ト「ア ソチ ゲ ソ」ノ接 燭 面 二

生 ズ、 白色 輪 が墳 大 ス し・バ、 進 行 性肺 瘍 ニ シテ、白色

輪 ザ現 レヌ時 ハ、 活 動 性 肺 瘍 ヲ否 定 ス 、陽 性 反 癒 ノ程

度 ハ、30分 、 遅 ク トモ1時 間 後 二 反 磨 スvバ 什 、 若

シ2--3時 間後 二反 慮 スv・ 《十 トス、 上 記 ノ方 法 デ58

人 ノ肺 結核 患 者 ト、封 照 ト ジテ3人 ノ健 康 ナ看 護 帰 ノ

血 清 ヲ検 査 ンタ ガ、其 結 果 此 ノ血 清 診 噺 法 ハ、 活 動 性

肺 結 核 ノ早 期 診噺 トジ テ、喀 疲 中 ノ結 核 菌 槍 査 ヨ リモ

更 二確 實 ナル モ ノデ アル㌔此 ノ反 慮 二 「結 核 反 慮 」ナ ル

名総 ヲ與 ヘ タ。(北 研 植 村抄)

結 核 菌 呂封 ス ル尿 素 ノ 殺 菌 作 用=及 ボ ス 温 度 ノ

影 響 呂就 テ

GeorgFinger:OberdenEinfluBderTemperatUr

aufdieabt6tendeWirkungdesHarnstoffesgegenliber

Tuberkelbazillen.(Zb1.Bakter.IOrig.Bd.139.Nr.

112)

150瓦 ノ尿 素 ノ結 晶 ヲ.100蝿 ノ滅 菌 水 二37度 二於 テ

飽 和 サ セ タ溶 液 ヲ、・結 核 菌 ヲ含 メル 喀 疾 二3-5倍 量

注 加 ジ、37度 ノ卿 卵 器 内 二1-5時 間静 置 セル 後、 此

二8倍 ノ滅 菌 水 ヲ加 へ 、10分 間遠 心耽 澱 シ、 其 ノ沈

渣 ヲ「ホ ー ソ」培 地 二培 養 ジ、 一 部 塗 抹 標 本 ニ シ、残 リ

ノ沈 渣 二2蝿 ノ生 理 的 食 盤 水 ヲ 加 ヘ テ 海 瞑 二接 燭 セ

リ、其 ノ結 果3時 間以 上 作用 セ シ材 料 ニ テ ノ・、 例 外 ナ

ク総 ベ テ ノ試 験 が陰 性 ナ リ、2時 間 作 用 セ シモ ノノ・、

6例 中 ノ1例 ガ接 種 海 瞑 淋 巴腺 二輕 度 ノ結 核 性病 攣

ヲ惹 起 シ、1時 間 作 用 セ シモ ノモ亦 、6例 中1例 が海

狽 接 種 試験 陽性 ナ リ、 更 二 同様 ノ試 験 ヲ18-20度 ノ

室 温 ニ テ24-48時 間 施 行 セ シ ニ、48時 間作 用 セ シ モ

ノ ニ於 テ ス ラ、 全 部 ノ試 験 ガ 陽性 ニ シ テ、全 然 殺 菌 作

用 ヲ塾 ズ。(北 研 植 村 抄)

細 菌 學領 域 二於 ケ ル 「セ ロハ ン」ノ感 用 債値

LeopoldStutz:UberdieVerwendungsm6glichkei。

tendesCellophansinderBakteriologie.(Zbl .Bak・

ter・IOrig.Bd.139.Nr.112)

結 核 菌培 養 二於 テ、培 地 ノ蒸 獲 ヲ防 グ ノノ・可 ナ リ厄 介

ナ仕 事 デ アル、Fltigge/Helmr6hrchenヲ 使 ツ タ リ、

「パ ラ フィソ」封 鎮 ヲシ タ リ
、 「ゴ ム」或 ハ 金 閣 ノ帽 子 ヲ

被 セル ノデ アル ガ、「セ … ソ」ト「ワゼ リ ソ」トデ 封 鎮

ス ル ト便 利 デ ア ル、 取 扱 ヒ易 ク
、 安 債 デ、場 所 モ取 ラ

ナ イ。(北 研 植 村 抄)

鳥型結 棲 菌 ノ血 清 學 的 四 型 ノ鑑 別

Schaefer,W.:Distinctiondequatretypess6rologi-

quesParmilesbacillestuberculeuxdugroupe
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aviaire.(Ann.Inst.Past.,1937,58,389.)

鳥 類 及 ビ海 瞑 カラ分 離 シタ94株 ノ鳥 型結 核 菌 二就 テ

吸 牧 試験 二依 テ 類 囑 抗 髄 ヲ 除 イタ 抗 血清 ト夫 々 ノ菌

「エ ム ル ジ ヨ ソ」ト ヲ以 テ補 髄 結 合 反 磨 ヲ行 ヒ
、鳥 型結

核 菌 ノ四型 ヲ鑑 別 ス ル 事 ガ 出來 タ。コ ノ血 清 學 的 二分

類 シ タ四 型 二就 イ テ、培 養 基 上 ノ所 見 ヤ其 他 生物 學 的

性 状 二關 シテ 相 異!貼 ヲ 見 出 サ ウ トシタ ガ確 實 二鑑 別

シ得 ル ト コ ロハ ナ カ ツタ 。然 シ コ レ等 四型 ハ ヨ ク共 通

シタ諸 黙 ヲ有 ・yテヰル 。例 ヘ バ20。-45℃ デ ヨク培 養

基 上 二獲 育 シ、 コ1ノ等/鳥 型 菌 ヲ 接 種 シタ海 狸 ニハ

「ツ ベル ク リン」反 慮 が ス ベ テ陽 性 二現 レ、叉 コ レ等 鳥

型 菌 カ ラ「ツ ベル ク リ ソ」ノ調 製 モ 可能 デ アル。後 頭 骨

下 接 種 ニ ヨ リ何 レモ家 兎 二封 シ病 原 性 ヲ表 シ、叉 コ レ

等 鳥型 菌 ハ長 ク感 染 動 物 髄 内 二生 存 シ、5%ノ 硫 酸 デ

ハ他 型 結 核 菌 同 様 死 滅 ジ ナ イ。斯 ク ノ如 キ諸 鮎 ハ結 核

菌 二非 ザル ー 般 抗 酸 性 菌 ニ ハ 認 メ 得 ラ1!ナ イ トコ ロ

デ ア ノレ。

著 者 等 ガ血 清 學 的 二 鑑 別 ヅタ 第1型 及 ビ第ll型 ハ從

來 一 般 二 鳥 型 結 核 菌 ト考 ヘ ラ レテ ヰ タ モ ノデ ア ツテ 、

家 兎 及 ビ鶴 二病 原 性 ノア ル モ ノ ガ多 イ。 中 ニ ヘ コ レ

等 實 験 動 物 二病 原 性 ノナ イ モ ノモ ア ル。第 皿型 ・・健 康

ト考 ヘ ラ レ タ海 猿 二 偶 然 二 見 出 サ レタ モ ノデ アツ テ

家 兎 及 ビ鶏 二 ・・病 原 性 ナ ク、第1型 及 ビ第ll型 ト異 ツ

テL6wenstein氏 培 地 二於 ケ ル號 育集 落 ・・種 々様 々 ノ

型 ヲ呈 ス ル場 合 が多 イ。第IV型 ・・2例 シ カナ カツ タ

ガ非 病 原 性 デ ノ・アル が、生 物 學 的 性 状 ハ他 ト殆 ソ ド異

ヒ ナ ク、コ ノ型 ノ分 類 ・・全 ク血 液 反 慮 二依 ラナ クテ ノ・

確 實 二決 定 ス ル 事 ガ出 來 ナ イ。

サ テ最 後 ニ コv等IV型 鳥類 及 ビ海 狸 中 二於 ケ ル分 布

ヲ見 ル ㍗、 鳥類 カ ラ ハ第1型 及 ビ 第ll型 ノ ミが現v、

他 型 ハ全 ク ナ ク、 海 狸 力 ラノ・IV型bモ 現vル ガ第IV

型 ・・他 ノ3型 二比 ス7v)・ 現 レ方 が甚 ダ シ ク少 イ。

(傳 研 柳 澤 抄)

Koch氏 菌Aceton浸 出 液 注 射 ニ ヨル 健 康 蛇 呂

結 核 海 獲 ノ組 織 學 的 塑 化

L.P.・H.・」.deVinketJ.-H.tenThije:Modifications

histologiques,Caus6eschezlecobayesainetchez

lecobayetuberculeuxpardesinjetraitac6tonique

debacilledeKoch.(Ann.Inst.Pasteur,1937,58,

474.)

Koch氏 菌 ノAceton浸 出液 ヲ注 射 ス ル 事 ニ ヨ ツ テ實

験 的 結 核 ヲ壇 悪 スル 事 實 ノ・既 二ABoquet及 ビL

録 【第15拳

N6gre二 依 ツ テ示 サ レタ トコ ロデ ア 〃。 著 者 等 ハ ヵ

カルKoch氏 菌Aceton寝 出 液 ヲ 健 康 並 二結 核 海猿

二注 射 シテ 注射 局 所 、 局 所 淋 巴腺 、 脾 臓 、 肝 臓 、肺 臓

ノ組 織 學 的 攣 化 ヲ検 査 シ テ次 ノ様 ナ所 見 ヲ得 タ。

健 康 海 狸 二Koch氏 菌 寝 出液.1ccヲ2週 間 二1同 、

4ケ 月、 皮 下 二注 射 シ、 ソ ノ 間 数 同 二亙 ツ テTuber-

culin皮 内反 鷹 ヲ槍 シテ モ何 時 モ陰 性 デ ア ツタ 。 注 射

局 所 ニ ハ大 部 分 二硬結 ヲ生 ジ、局所 淋 巴腺 ノ・腫 脹 シ、

時 ニ ン・碗 豆大 ニ ナル 事 モ アル。コ ノ腫 脹 ジタ淋 巴 腺 ノ

多 ク ノ・結 締 織 ノ墳殖 ヲ示 ・y、少 鍛 ノモ ノ ・;一.ノ・Koch氏

菌Aceton渡 出液 中 ニ アル 抗 酸 性 ノ顧 粒 が見 出 サv

ル 。 脾 臓 ノ・肥 大 ノ・シテ ヰナ イ が 網 状 織 内 皮細 胞 ノ培

殖 ガ アル。肝 臓 二 ・・殆 ソ ド愛 化 が ナ イ が、 肺 臓 デ ハ肺

胞 壁 ノ肥 厚 ガ著 明 デ ァ ル㌔脾 臓 及 ビ肺 臓 ニ ノ・原 形 賛 ガ

赤 ク染 ツ テ、 圓形 叉 ・・楕 圓 形 ノChrcmatinノ 少 イ籔

個 ノ核 ヲ有 ス ル 特 別 ノ細 胞 が ア ラ ・・レル 。コ ノモ ノハ

色 々 ノ鮎 デLanghans氏 巨 細胞b異 ル モ ノデ アル 。

結 核 海 狸 二Koch氏 菌 浸 出液 ヲ 同檬 皮 下 注 射 ンタ 場

合 ノ・コt1ヲ 注 射 ジナ イ結 核海 瞑 二比 スル トTuberkulin

皮 内反 慮 毛 早 〃陽 性 二轄 化 シ テ來 ノレシ、解 剖 所 見 二於

テ モ ヨ リ進 ソ ダ結 核 病 竈 ヲ見 ル が、特 二興 味 アル 事 ハ

Koch氏 菌Aceton寝 出液 注 射 結 核海 狸 ノ肺 臓 ニ ノ・粟

粒 大 病 竈 が多 藪 ニ アル が、コ レ ヲ組 織 學 的 二槍 ベ テ モ

結 核 結 節特 有 ノ構 造 ヲ有 ス ル モ ノ がナ{コ トデ アル 。

コvノ ・恐 ラ 〃Koch氏 菌Acetoni浸 出 液 注 射 ニ ヨ ツ

テ カ ク攣 化 シタ モ ノ デ ア ラ ウ ト信 ズ ル。

・傳 研 柳 澤 抄)

1側 肺 全 摘 出 ニ ヨル2--3生 理 的 攣 化=關 ス ル實

験 的 研 究

J.」.Longa(:e.B.N.Carter,LMcG.Quill:An

experimentalstudy(⊃fsomeofthePhysiologic

changesfollowingtotalPneumonectomy.(J.thor.

Surg.Vol.6,No.3,p.237,1937.)

肺 ハ他 ノ臓 器 二 於 ケル 夫 レ ノ如 ク 呼 卿 曾強 ノ要 求 二

慮 ジ得 ル大 ナ ル機 能 的 貯 蓄 ガ ァ ル。而 モ コ ノ内 的 肺 機

能 ノ・状 態 ノ攣 化 二封 シ テ直 チ ニ適 癒 ス ノレカ ヲ有 ス。

Biondi(1884)以 來 動 物 ノ・1側 肺 摘 出 二 耐 工 得 ル事 力・

知 ラvテ ヰ ル。,然 シ乍 ラHeur&Andrus(1922)ノ1

側 肺 摘 出後 ノ個 鰹 ノ 代 償 的 調 節 二 關 ス ル 研 究 が行 バ

レル迄 誰 モ 此 ノ問題 二手 ヲ染 メ ル者 ノ・ナ カ ツタ 。氏 等

ノ此 ノ歴 史 的研 究 ノ大 要 ハ1側 肺 摘 出 後動 物 ノ・静 止

獣 態 二於 テ次 ノ如 キ成 績 デ アツ タ。
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(1)肺 胞CO2ノ ・13日 間 上 昇

(2)肺 胞02ノ ・28日 乃 至66圓 間 下 降

(3)血 液CO2・ ・25日 間精 く壇 加

(4)血 液02・ ・11日 間 著 明 二減 少 ジ、25日 乃 至35日

一 シ テ恢 奮 。

翌 年Andrusノ ・肺 容 積 二關 ス ル 研 究 ヲ行 ヒ、術 直後 ハ

42%ノ 減 少 ヲ示 ス モ、20日 乃 至26日 ニ シテ恢 復 スル

事 ヲ知 ツタ。

著 者 ・・此 ノ研 究 中 ノ側肺 摘 出動 物(犬)・ ・櫨 ノ中へ 入 レ

テ置 ク ト喧嘩 好 キデ 而 モ挑 戦 的 デ アル事 ヲ観 察 シ、此

蓮動時間

術 前

2ケ 月後

3ケ 月後

4ケ 月後

5ケ 月後

燈 温 上 昇

1.01.52.0

0.70.90,6

1.32.21.2

0.92622.2

0.90.41.5

0.80.41.5

脈 搏 増 加

1.01.52.0

152426

4636118

2642100

234076

202046

ノ事實 ヨリ是等手術動物 二於 テ心肺障碍 ヲ検ベテ見

タ ラ興味深 カル可 シト思 ヒ、若 イ健康犬 ヲ選ビ左肺 ノ

全切除 ヲ行 ヒ術後2ケA、3ケ 月、4ケ 月、5ケ 月二於

テ1定 量運動即チ1時 間2300米 ノ走行器二柔 セテ1

時間、1.5時 間、2時 間強制運動 ヲ荷シ、コノ際髄温

上昇、 脈搏増加、 呼吸数培加、血液酸素飽和度ノ攣

動、酸素鉄乏試験肺容積等ヲ槍索シ次 ノ成績 ヲ得タ。

(観察二便ナラシメンが爲メ抄者次表 ノ如 ク線括ス。)

(註 酸素鉄乏試験 トノ・動物 が失脾スル迄酸素張力 ヲ

低減セジメ、 ソノ時 ノ絶封%ヲ 指ス。)

呼 吸増 加

1.01.52。0

41214

41730

91636

101424

101520

斯 ノ如 ク肺 ヲ 約 牛 分切 除 セ ル ニ 不 拘4ケ 月後 二 ・・心

肺 機 能 が恢 復 ス ル 、コ ノ機 構 二關 シ テ ハ現在 ノ所 全 ク

不 明 デ アル。 斯 ノ代 償 機 能 ガHaldaneノ 云 フ肺 ノ肥

大b酸 素 分 泌訊 二依 ツ テ行 ノ・レ・ル カ、 或 ノ・Hilberノ

云 フ肺 ノ眞性 増 殖 説 二 依 ツテ行 バ レル カ ヲ決 定 スル

ノが今 後 二残 サ レタ問 題 デ ァル 。

(阪 大 小 澤 外 科 武 田 抄)

1側 肺 完 全 摘 出後 二 於 ケ ル胸 腔 内 ノ解 剖 的整 復

W.F.Rienhoff:Intrathoracicanatomicalreadjust

mentsfollowingcompleteablationofonelung.(J.

thor.Surg.VoL6,p.254,1937.)

實 験 的 研 究 並 ビ ニ先 天 的1側 肺 鉄 損 例 ノ 解 剖 ニ ヨ ツ

テ次 ノ如 キ結 論 二達 シタ。

(1)残 存 肺 ニハ肺 氣 腫 ノ 像 ヲ認 メ ナ イ。(肺 氣 腫 ト代

償 性肺 胞 膨 脹 トハ列 然 匠 別 セ ネバ ナ ラ ソ、肺胞 其 他 二

於 ケ ル蝿 力 繊 維 ノ噺 裂 が 謹 明 サ レネ バ 肺 氣 腫 トハ云

ヘ ナ イ)

(2)氣 管 が肺 訣損 側 へ偏 移 ス ル。

(3)心 臓 ハ左肺 訣 損 時 ニノ・左 方 へ 偏 移 或 ・・旋 韓 ス ル

が右 肺鉄 損 時 ニ ハ右 方 へ 偏 移或 ノ・旋 縛 シナ イ。コ ノ理

由 ハ左 へ 偏 移 或 ハ旋 縛 シ テ モ循 環 障 碍 ハ少 イ ガ、右 方

二之 ヲ起 ス ト大 動 脈 ソ 屈 曲 等 ノ 循 環 障 碍 大 トナ ル爲

デ アノレ。

(4)肺 鉄 損 二依 ツ テ生 ジタ死 腔 ヲ 残 存 肺 ノ 代 償 的 肺

胞 膨 脹 二俵 ツ テ補 償 セ ソ トス ル。

k5)肺 臓 腫 瘍 ノ爲 メ ニ 行 ツタ 肺 葉 切 除後 二 生 ジタ 死

動 脈 血 酸 素 飽 和 度 酸 素 訣 乏

1.01.52.0ナ シ

00.2-1.15.6

-6.7-8 .711.3

-2 .0・-3.7-7.112.8

-1 .9-2.4-4.19.0

-1.7-3.8-3 .98.1

肺 容 積

ナ シ

3000

2400

2600

3100

腔 ・・著 者 ノ5例 ノ経 験 二依 ル ト、之 ハ肋 骨 切 除 ヲ行 ヒ

胸 壁 ヲ狭 小 ニス ル方 法 二依 ツテ補 償 セ ネメ ナ ラ ン。

(阪 大 小 澤 外 科 武 田抄)

氣管 枝 蹟 張 症=行 ヘ ル15例 ノ1時 的 肺 葉 切 除 術

ノ成 績

E.」.0'Brien:Resultsoffifteenconsecutiveone-

stagelobectomiesforBronchiectasis.(J.thor .Surg.

Vol.6,p.278,1937.)

15歳 ヨ リ45歳 二亙 ル15名 ノ氣 管枝 振 張 症 患 者 二肺

葉 切 除 術 ヲ行 ツタ。15名 中4名 ・・雨 側 二 氣 管枝 振 張

症 ヲ有 スル 故 雨 側 二肺 葉 切 除 ヲ行 ソ テ ヰ ル。 他 ノ11

名 中4名 ハ罹 患肺 葉 ノ・2葉 以 上 デ ア ツ タ。

手 術 背 側部 第7或 ・・第8肋 間 二皮 切 ヲ加 へ、第7第

8肋 骨 ノ部 分 的切 除 ヲ行 ツ テ 胸 腔 二入 ル
。(肋 骨 ハ之

ヲ切 噺 ス ル ヨ リモ 切 除 シ タ方 が術 後 ノ疾 痛 少 イ)肺 門

狡 締 器 ヲ 肺 門部 二2個 カケ 、 ソ ノ中間 ヲ切 断 ス ル
。

切 除噺 面 ノ・「ク ・一 ムJ腸 腺 ニ テ2--3重 二 縫 合 痩 二

N・・2腸 腺4本 ヲ以 テ聚 合 結 紮 ヲス ノv
。

後 施 置Pezza・mu・hr・ ・mrカ テ ー テル 」N。 .32--34

ヲ肺 葉 切 除部 二3ケ 所 ヨ リ(胸 壁 二新 刺 創 ヲ作 ソテ 此

庭 ヨ リ)括 入 シテ15糎 ノ 陰歴 ニナ ル 様 加 減 シ ツ 、水

流 「ポ ンプ」二連 結 ス。

手 術所 見 切 除肺 ハ15例 中6例 ハ嚢 状 氣 管 枝 振 張症

デ9例 ハ圓 筒状 氣 管枝 振 張 症 デ アツ タ
。叉 切 除 肺.、5

例 二於 テ既 二 「ア テ レクタ 」 ゼ」二隅 ツ テ ヰ タ
。7例 ハ

術 後 早 キハ7日 遅 キ ハ17日 目 二氣 管 枝 痩 ヲ形 成 シタ
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ガ薮 日乃 至 敷 ケ 月デ 閉 鎮 シ タ。

氣 管 枝 切 噺 端 附近 二 ・・氣 腫 ヲ來 ス ノガ 通 則 デ アル カ

ノ如 キ観 が アル 、15例 中3例 二 於 テ ハ 「ド レー ソ」描

入 ヲ必 要 トス ル程 強 キ氣 腫 ヲ呈 シタ。

肺 葉 切 除 噺 端 ヨ リ ノ 出血 ハ1例 モ 認 メ ナ カツ タ が血

液 色 ヲ呈 セル 浸 出液 ・・出 テ 來 ル。

皮 下氣 腫 ノ・2例 二於 テ 之 ヲ見 タ 。

手 術 成績 唯1例 肺 栓 塞 デ 死 亡 シタ 他 ハ 総 テ所 期 ノ

目的 ヲ達 ジタ、 〈阪 大 小 澤 外 科 武 田抄)

氣 管 枝 援 張 症 及 ビ肺 ノ嚢 状 疾 患 二 封 ス ル 肺 葉 切

除 術 及 ビ肺 摘 出 術

EdwardD.Churchil1:LobectomyandPneumonectomy

inBronchiectasisandcysticdisease.(J.thor.Surg.

V.6,p.286,1937.)

1929年 ヨ リ1935年 二至 ル7年 間 二氣 管 枝 振 張 症 ノ患

者 二行 ・・レタ、肺 葉 切 除 術 或 ・・肺 摘 出術 二 於 ケル 綜 合

観 察 デ ア ル。

前 虜 置 及 其 他

(1)氣 管 枝 振 張症 ヲ 有 ス ル 患 者 ノ・屡 く副 鼻 腔 ノ炎 症

ヲ併 有 ジ テ オ ル がコ ノ雨 者 ノ 間 ニー 方 が 原 因 デ ア リ

ー 方 が結 果 デ アル ト云 フ確 實 ナ謹 糠 ガ得 ラ レナ イ
。然

ジ副 鼻 腔 二膿 ガ 瀦 溜 シ テ ヰ ル時 ハ 肺 葉 切 除術 ヲ行 フ

前 二先 ヅ手 術 的 二蓄 膿 症 ヲ治 ス 可 キデ アル が、慢 性 ノ

蓄 膿 症 ノ・仲 々根 治 スル モ ノデ ナ イ カラ コ ノ際 ハ 蓄 膿

症 力●ア ッ テ モ肺 葉 切 除 術 ヲ先 キ ニ行 フ可 キ デ ア ル。

(2)冬 期 並 二新 春 ・・術 後 肺 ノ併 號 症 が來 ヤス イ カ ラ

可 及 的 ニ コ ノ時 期 二手 術 ス ル コ トヲ避 ケ ル。

(3)20名 ノ患 者 二 横隔 膜 紳 経 麻 癖 術 ヲ行 ツ タ が、 コ

レノ、氣 管 枝 据 張 症 ソ ノモ ノニ ノ・数 果 がナ カ ツタ、 然

シ出 血 が強 ク 手 術 が 遷 延 サ レネ バ ナ ラ ソ様 ナ モ ノニ

ハ之 ヲ試 ミル 債値 が アル。

(4)人 工 氣 胸 モ 同標 ニ ソ レ 自燈 ト シテ ノ・治 数 ハ ナ イ

ガ 出 血 強 キ モ ノニ ハ試 ミル トヨ ロ シ。

手 術

A2次 的 肺 葉 切 除術 ノ場 合

第1次 手 術

(1)中 或 ・・下 葉 ノ 切 除 ニ ハ 第8肋 骨 ヲ胸 椎 横 突 起 ヨ

リ後 腋 窩 腺 迄 切 除 ジテ、 胸 腔 二入 リ、肺 ト胸 壁 或 ・・横

隔 膜 トノ癒 著 ヲ剥 離 ス ル。

(2)胸 壁 ヲ縫 合 シテ術 ヲ終 〃。但 シコ ノ際 喀 疾 ノ多 イ

患 者 ニノ・胸 腔 内 ノ空 氣 ヲ 除 去 セ ズ ニ 才 ク ガ ソ レ以 外
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ノ場合デノ・胸壁 ノ皮下氣腫形成 ヲ防グタメニ陰歴 ニ

ナル迄空氣 ヲ除去スル。

(3)術 終 了後直チニ輸血 ヲ行 ヒ酸素 ヲ吸入 セシム。

第2次 手術

(1)第1i欠 手術時 ノ手術振痕 ヲ切除シ、第7肋 骨 ヲ切

除 ジタ後胸腔内二入ル。

(2)癒 著 ヲ剥離シタ 後肺門狭締器 ヲカケテ肺切除ヲ

行 ヒ、氣管枝蛇二血管ノ・各個別二「クローム」腸腺 ヲ以

テ結紮 ジ、更ニソノ上 ヲ縫合ス。

(3)新 刺創 ヲ作 ツテ其虜 カラ大キイ「カテーテル」ヲ

肺猷損部 二描入 シ、胸壁ヲ縫合シテ術 ヲ終ル。

(4)術 後直チニ輪血 ト酸素吸入 ヲ行 フ。

B1次 手術 ノ場合

第7肋 骨切除ニヨツテ、2次 手術時 ノ操作 ヲ線テ行

フ。

後療法

(1)術 後蛋生orタ 膿胸二封スル排膿管括入ノ・第8日

目が最モ適當ス。

(2)術 後 ノ出血(肺切除断端 ヨリノ)ハ死亡 ノ大ナル原

因ヲナスモノデアル。

(3)吸 引「カテーテル」バー3乃 至一6糎 水桂 ノ陰歴

デ水流「ポ ンプ」二接績シテ吸引スル。術後24時 間以

内二150乃 至300耗 ノ浸 出液 が出ル。

(4)氣 管枝痩ハ何時 力・・出來ル、「併シ治 リ難イ氣管枝

痙ハ胸壁 二交通 シタモノデアル カラ、肺門部二胸壁 ガ

近 ヅク胸廓成形術 ヤ氣管枝噺端 ヲ胸壁二近付ケノ舛漿

ナ手術 ・・永久的氣管枝痩形成 ノ責 ヲ員 フ可キモノデ

アノレ。

手術成績

(1)49人 ノ手術例デ6.1%ノ 死亡率 ヲ得 タ、然 シ肺葉

切除術 ノミニ就 イテ云ヘバ40例 中5.0%ノ 死亡牽=

過 ギナイ。

(2)術 後 ノ入院期間ハ1次 手術デモ2次 手術 デモ殆

ソド攣 リがナイ、卒均2ケ 月デアツタ。

(抄者註 肺葉切除術或ハ肺摘出術・・極メテ最近行ハ

レ出 シタ手術 デアル カラ、手術操作 ノ型 が決ツテヰナ

イ、從ツテ各人各様 ノ方法ヲ用ヒテヰル。最 モ難所ノ・

肺門部 ノ操作デアルが、氣管枝披張症 二本手術 ヲ多数

行 フ米國 ト肺臓癌 二乍手術 ヲ行ノ・ソトスル蜀乙、日本

等 トノ間二意見ナ リ方法ガ違フノデアル)。

(阪大小澤外科 武田抄)
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年 型 結 核 菌 ニ ヨ ル疾 患

A.Heymer:(Mtinch.med.Wschr.Nr.2,1937.)

牛 型 菌 ト人 型 菌 ハ大 キサ、 染 色 度、 培 養 基 上 、螢 育 状

態 、及 動 物 實 験 上 二差 異 アル コ トハ幾 多 ノ文 獄 ノ示 ヌ

所 デ 就 中家 兎 二 於 テ ハ人 型 菌 ハ 慢 性繊 維 性 結 核 ヲ起

ス ノ ミナル モ牛 型 菌 ハ 全 均感 染 ヲ起 シテ 死 亡 ス ル 事

バー般 二認 メ ラ レタ事 デ アル。

牛 型 菌 ノ人趨 感 染 上 ノ意 義 二關 シテ ・・小 見 結 核 、就 中

低 温 殺 菌 ヲ行 ・・ザル 牛乳 一 ヨル 腸 疾 患 二 重 要 ナル 意

義 ア リ、叉 牛 型 菌 ハ頸 部 淋 巴 腺 炎 ヲ起 ス 事 多 ク、肺 結

核 ノ・稀 ナ リ トイ フ。豫 後 二關 シ テ ハ優 劣 ナ シ。

著 者 ・・最 近 結 核 罹 患 牛 ヲ 有 ス ルー家 二於 テ 未 消 毒 ニ

テ飲 用 シ タ ル兄 弟二 人 二 殆 ソ ド同一 ノ 臨 林 的 症 状 ヲ

呈 シタ例 ヲ見 タ、即頸 部 淋 巴腺 腫 脹 シ乾 酪 化 ヲ呈 シ、

肺 二・・肺 門部 振 大 以外 二著 攣 ナ ク、且 初 期攣 化 群 ノ痕

跡 ヲ認 メナ カ ツタ。尚頸 部 淋 巴腺 腫 ・・1レ ソ トゲ ソ」治

療 ニ ヨ リテ良 好 ナ ル数 果 ヲ牧 メ タ。

(坂 口 内科 岩 田 抄)

網 状 織 内被 細 胞 系 二 及 ボ ズ サ ノク リジ ン」ノ影 響

V.Russu,P.Sichet:(MUnch.med.Wschr.Nr.5,

1937.)

網 状 織 内 被 細 胞 系 ハ個 儒 ノ病 氣 防禦 作 用 二 重 要 ナ 役

割 ヲ演 ジ、肺 結 核 二封 シテ モ病 竈 振 大 ヲ防 止 ヌ ル ニ重

要 ナ系 統 デ ア ル、コ ノ系 統 ノ反 鷹 減 弱 時 ニ ノ・感 染 が容

易 二起 リ、他 方 感 染 部 位 二 ・・コ ノ系 統 ノ活 動 が昂 進 ン

テ ヰル。

網 状織 内 被 細 胞 系 ト「ア レル ギ ー」ノ間 ニモ密 接 ナ 關 係

が アル。大 量 ノ掻 力 ナ菌 ノ侵入 ニ ヨ ツテ コ ノ系 統 が麻

癖 セ ラ レル ト陰 性 「アネ ル ギ ー」ヲ呈 シ、反 封 ニ コ ノ系

統 ノ作 用 ガ 活 動 ス ル 時 ノ・「ツ ベ ル ク リ ソ」ニ ヨ ク反 懸

シ、 臨 殊 的 ニ モ良 好 ナ経 過 ヲ トル。

コ ノ系統 ヲblockieienス レパ 動 物 實 験 デ ・・結 核 が滲

出性 潰 瘍 性 ノ経 過 ヲ示 シ、同様 ナ コ トハ脾 摘 出動 物 ノ

結 核 ニ モ認 メ ラ レル 。網 状 織 内被 細胞 ノ・結 核 ガ滲 出 性

ヲ示 ス 時 ・・色 素 吸 著 弱 ク、墳 殖 性 ヲ示 ス時 ・・色素 吸 著

ガ強 イ。

諸 種 ノ刺 戟療 法 ・・コ ノ系 統 ノ 活 動 性 ヲ促 ス 作用 ヲ強

メ 、 以 テ防 禦 力 ヲ高 メル ノデ アル ガ著 者 ノ・「サ ノク リ

ジ ソ」ヲ用 ヒ テ家 兎結 核 二於 テ種 々 ノ實 験 ヲ試 ミ、「サ

ノク リジソ」ヲ用 ヒタ場合二・・網状織内被細胞系ノ色

素沈著・・用 ヒナイ場合 ト比較 シテ著 シ〃強ク、且大量

二用 ヒタ場合程著 シイ。郎「サノクリジソ」・・實験結核

動物 ノ網状織内被細胞系 ノ活動性ヲ賦與スル数力が

アリト考ヘラル。(坂 口内科 岩田抄)

腸間膜淋巴腺腫ニヨル腸閉塞二就テ

H.Argerer:(Mtinch.med.Wschr.Nr.5,1937.)

腸 間膜淋巴腺結核 ノ・原登性腸間膜淋巴腺結核 トシテ

起ルモノ、叉腸 ノ初期攣化群 トジテ起ルモノ及第二期

二於ケル腸結核二合併 シテ起ルモ ノがアル。

経 口的二起ルモノニノ・牛型菌 ガ約牛数 ブ示 ストイハ

レ豫後ノ・良イ。

腸間膜淋巴腺結核が外科的手術 ノ適磨症 トナルニノ・

ニ ツノ場合ガアル。

第一・・比較的適慮症 トナル場合デ、不定 ノ慢性贔標突

起炎様 ノ下腹痛 ヲ起ス場合デ、之ノ・時ニハ登熱 ヲ件ツ

テ急性贔様突起炎 ト誤プレ、叉臨肱鑑別 ノ困難ナ場合

モアノレ。

第ニハ絶封的適磨症デ 淋巴腺自均及周園 ノ病的攣化

二依ルモノデ圭 トシテ退行性攣化及凝固壌死即乾酪

化及癒著デアルが、時二・・重症 ノ侵蝕二因ル出血 ノ腸

穿孔ヲ示ス事がアリ、叉稀ニノ・結核性淋巴腺膿瘍 ガ突

曇性腹膜炎ヲ起ス事ガアル。

淋巴腺腫 ニヨル腫迫性 ノ「イレウス」ハ少イ、腸間膜根

部 ノ腺腫・・稀二高位 ノ小腸閉塞 ヨ起ス事ガアリ、甚ダ

シキ・・総輸脆管閉塞 ヲモ合併スル事 ガアル
。

然シ最モ多イモノ・・癒著性、絞窄性「イレウス」等デア

ノレo

ライプチヒノ外科敏室デ・・最近15年 間二11例 ノ此 ノ

種 ノ腸閉塞ヲ見タ.小 見叉 ハ若年者デ、通常重篤症状

ヲ以テ急性 二初 リ、腸閉塞 ノ診噺ハソノ性質ノ結核デ

アル事 ヲ決定スル事・・困難デァル
、既往症二腺腫 ノ有

ツタモノ・・診噺可能デアル。叉「レソトゲソ」像 二鏡面

像 ノ近 クニ石灰化 ノ認メラレル場合モ確實デアル、小

見期二腫瘍 が燭診スル トキハ恐 ラク結核腺腫 ト考ヘ

テ良イ。

11例 中1例 ・・十二指腸
、 空腸間 ノ閉鎮デアツタガ他

ハ皆廻腸下部デアル
。

短時間二腸壁二重症障碍 ヲ起スカラ初期 ノ者ニノ、腸
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ノ切 除 が必 要 デ アル 、之 ヲ行 ツ タ6例 中1例 ・・手 術 ノ

爲 二死 亡 シタ。3例 二腸 吻 合 ヲ行 ツ テ肺 結 核 ヲ件ツ タ

1例 ガ死 亡 シ、1例 ノ・急 性 腹 膜 炎 ノ爲 二手術 不 能、 再

蛋 シタ モ ノ2例 之 ハ共 二輕 快 シタ。

腸 間 膜 淋 巴腺 結 核 ノ・特 二癒 著 傾 向 強 〃、硬 靭 ナ厚 イ索

状 癒 著 ヲ作 ル ガ 之 ・・帯 状 癒 著 ヨ リモ 遙 カ ニ危 瞼 デ ア

ル 。豫 後 ノ・腸 結 核 が 無 ケ レバ 他 ノ種 ノ腸 閉 塞 ヨ リモ豫

後 が良 イ。(坂 ロ内 科 岩 田抄)

徽 毒 疾 患 呂 ヨ ル 結 核 血 清 及 感 ノ 被 影 響 性 二關 ス

ル 臨 躰 的 槍 査 呂就 テ

Gerhartz:(Mtinch.med.Wschr.Nr.5,1937.)

重 症 結 核 が徴 毒 反 慮 陽性 ヲ 示 ス 事 ア リ ト イフ問 題 ノ・

諸 家 ノ 意 見 一 致 セ ザル モ419例 ノ 結 核 血 清 反 慮 陽 性

者 二於 テヱ 氏 反 磨、 カー ソ氏 反 慮及Sachs-Witebsky

氏 反雁iヲ 行 ヒタ ル ニ 實 際 徴 毒 アル 患 者 以 外 二 徴 毒 反

磨 陽 性 ナル モ ノナ シ。

叉 多 ク ノ諸 家 ハ 徴 毒 患 者 二 於 テ 結 核 反 慮 ノ陽 性 トナ

ル 事 有 ル ヲ報 ズル モ、 著 者 ノ17例 ハ1例 ヲ除 キ徴 毒

反 慮 二無 關係 二夫 々 ノ 結 核 程 度 二 磨 ジ テ 結 核 血 清 反

慮 ヲ示 シ タ。(坂 ロ内科 岩 田 抄)

肺 結 核 ノ保 存 的 療 法

H.Zondek&J.Weiser:(Wien.Klin.Wschr.Nr.

2,1937.)

著 者 ガ骨 多 孔 症(Osteoporose)二 経 験 セル 事 實 二基 キ

「ヵル シ ゥム」剤 投 與 ニ ョ リ「ヵル シ ゥ ム
」二親 和 力 強 キ

肺 組 織 ニ ソ ノ 吸著 壇加 ヲ・・カ ラ ソ トン 人 工 氣 胸 不 可

能 ナ ル肺 結 核 患 者35例 二施 行 ジ タ。 石 灰 親 和 力 ヲ墳

ス ー ノ・先 ヅ 個 艘 ノ 「アル カ リ」化 が必 要 デ 叉 肺 ノ 盤 素

貯 藏 量 ヲ減 少 セ ン ガ爲 二可 及 的 ソ ノ投 與 ヲ少 ク シ、更

二石 灰 ノ吸 牧 ヲ促 進 シ、肺 ノ石 灰 同化 ヲ良好 ニス ル爲

二次 ノ方 法 ヲ行 ソ タ。

1・ 「ビ タ ミ ソ」D投 與(1日3同5滴 ノHalivero1)

2・ 燐 投 與(1日3同 「グ リセ ロ」燐 酸 石 灰 一 食 匙 量)

3・ 「パ ラ ソル モ ソ」投 與(1週3同0.5ccParathyr-

eoideaExtrakt(Richta)「 パ ラ ソルモ ン」・・3ケ 月以 上

持 績 セ ズ。

4・ 乳 酸 石 灰 叉 ・・炭 酸 石 灰 投 與(患 者認 容 力 二 從 ヒ1

日6-8瓦)。

5.重 曹 投 與(6-8瓦)。

35例 中22例 ノ・2--3ケ 月 後 二 臨 鉢 的及 「vソ1・ ゲ ソ」

學 的 二経 過 良 好 、8例 ノ・輕 快 ・y5例 ノ・不 攣 デ ア ツ タ

コ ノ無数 ナ リシ 例 ノ・ス ベ テ 硬化 増 殖 性 ノモ ノ ・ミデ
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ア ツ タ。

成 績 殊 二 良好 ナ ル ノ・滲 出性 攣 化 ノ例 デ2-4週 後 ニ ハ

臨 肱 的 及 「vソ トゲ ン」爲 眞上 良果 ヲ 謹 明 シ、4-6週

後 ニハ 空 洞 ノ消 失 シタ ノ モ アル 。増殖 性 ノモ ノ及 陳 奮

性 ノ大 空 洞 ノ・良 果 ヲ見 タ ル ノ ミ。

コ ノ数 果 剃 定 ハ至 難 ノ 業 ナル モ 豫 期 セ ザ ル速 カナ治

癒 ヲ認 メ タ モ ノが ア リ、 叉 、常 二悪 化 シッ ッ ァ ッ タモ

ノ が好 樽 シタ事 實 ノ・今 後 多 薮 二 就 テ 追 試 ス ベ キ偵 値

が アル ト考 ヘ ラル 。

尚 「ビタ ミソ」D量 及 「パ ラ ソル モ ソ」量 ハ 外 國 デ用 ヒ ラ

ル ・時 ノ・ソ ノ使 用 量 ヲ 考 慮 ス ル 必 要 ア リ ト考 ヘ ラル 。

(坂 口 内科 葛谷 抄)

心 膿 癬 膜 障 碍 ト肺 結 核 ノ家 族 的 稜 生 二 就 イテ

HansSchneider:(Wien.Kl.Wsch.Nr.4,1937.)

關 節 「ロ イマ チ ス ム ス」ト結 核 ト心 内膜 炎 ノ關 係 ヲ文 獄

ヲ掲 ゲ テ 論 ズReitter,L6wensteinハ 急 性 關 節 「財

マ チス」患 者 ノ血 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 シReitterノ ・結 核

症 ノ疑 ビ アル モ ノ 及結 核 感 染 ノ危 瞼 アル モ ノニ屡 《

心臓 辮膜 障 碍 獲 生 ノ認 メ ラル ・事 實 ヲ 指 摘 セル ニ鑑

ミ著 者 ・・結 核 相 談 所 二 於 テ 持 績 的 大 量 感 染 ノ可 能 性

アル 家 族 二辮 膜 障 碍 患 者 ヲ獲 生 セ ル7例 ヲ學 ゲ テ、更

ニ ソ ノ病 因及 ビ流 行 病 學 的 意 義 ヲ論 ゼ リ
。

(坂 口 内科 葛 谷 抄)

蕃 人 小 見 マ ン トウ氏 及 底 二就 テ

弓削 五 耶 、 窒 北 馨 院 小 見科(塁 轡 署 學 會雑 誌 、 第36

・巻、 第4號)

著 者 ・・嚢 響 蕃 人結 核 感 染 状 態 調 査 ノタ メ ニ、花 蓮 港 地

方12箇 蕃就4公 學 校 蕃 童 計3043名 二就 テ、マ ン1・ウ

民 皮 内反 慮 ヲ行 ヘ リ。 蕃 童 年 齢 ・・1歳 ヨ リ15歳 迄 ヲ

含 ム。

奮 「ツ ベル ク リ ソ」ハ傳 研 製 ヲ用 ヒ、 使 用 時 二、干 倍 生

理 的 食 唖 水 溶 液 トシ、 之v二 〇.5%石 炭 酸 液 ヲ加 フ。

コ ノ0・1ccヲ 前 臆 内面 皮 内 二注 射 シ
、48時 後 列 定 セ

リ。 浸 潤 叉 ・・號 赤 ノ直 径0・5cm以 上 ヲ陽 性 トス 。 カ

ク シテ得 タル 成 績 ノ、次 ノ如 シ。

(1)「 ア ミ」族 蕃 童1935名 ノ陽性 傘 ・・46.0%ニ シテ、

男 子 ・・45・8%・ 女 子 ・・46・2%ニ シテ大 差 ナ シ。5--6

歳 ノ陽 性 率 ノ・51・4%ニ シテ 比 較 白勺高 シ。

(2)「 タ イヤ ル 」族 蕃 童850名 ノ陽 性 奉 ノ・46.1%ニ シ

テ男 子 ・'43・6%・ 女 子 ・・48・1%ナ リ
。 本 族 ・・初 感 染

年 齢 早 ク3歳 ニ シ テ41.2%ナ リ。

(3)「 ブ ンヌ」族 蕃童258名 ノ陽 性 奪 ・・42・6%ニ シテ 、
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男子・・39.7%、 女子・・46.2%ナ リ。初感染年齢ヲ考

フルニ1歳 二於テ22.2%ヲ 示 シ、内男子1歳 ノ・50.0

%ノ 高値 ヲ示 シ、5-6歳 ニテ66.7%二 及 ブ。

(4)以 上3種 族蕃童3043名 ノ全陽性拳ノ・45・7%ニ シ

テ、男見ノ・44.6%、 女見ノ・46.9%ナ リ。

(5)本 成績ノ・本邦二於ケル成績二比 シ、各年齢 ヲ通 ジ

何 レモ高ク、内地各地二於ケル最高値二等 シキヵ、或

ノ・之 ヲ凌駕ス。

(6)本 島諸家ノ内垂人陽性率 二比スルニ甚 シキ懸隔

アリ、内垂人 ノ低率ナルニ反 シ高砂族ハ例外的高卒 ヲ

示ス。

(7)最 後 二著者ノ・高砂族結核淫寝状態ハ既二濃厚ナ

リト結論セ リ。(垂 北小田内科 瀬戸抄)

微量赤血球沈降速度計1=關 スル研究補遺

廣津武夫、 垂北彊院小見科(垂 濤署學會雑誌、 第36

巻 、第4號)

著者ハ病見及一部 ノ健康成人162名 二就 キ、吉田氏法

(203同)及Westergren氏 法(162同)ヲ 同時二行 ヒ、

赤血球沈降速度ノ値ヲ比較セリ。

吉田氏原法(末梢毛細血管血 ヲ用フ)トWestergren氏

法 トノ比較値・・大髄一致 セリ。

吉田氏攣法(著者ハ静脈 ヲ穿刺 シ湧出スル血滴 ヲ用 ヒ

テ吉田氏攣法 トナセリ)トWestergren民 法1・ノ相互

的關係 ・・吉田氏原法 トWestergren氏 法 トヲ比較セ

ル成績二必ズシモー致セザ リキ。

帥チ吉田氏法ノ・末梢毛細管血 ト静脈血ヲ用 ヒタル場

合 トニテノ・ソノ沈降値二相違 アルヲ認メタ リ。

i欠二吉田氏法 トWestergren氏 法 ノ部分就降値(2時

間 ヲ15分 宛 、8部 分二分ク)ヲ比較 セリ。帥チ最大部

分沈降値ノ位置・・吉田氏法及 ビWestergren氏 法共 二

1時 間沈降値 ノ大小二關係 シ、一般二1時 間沈降値小

ナルモノ・・右方二(後部分)、大ナルモノ程左方(前 部

分)ニ アリ。

然ルニ仔細 二之ヲ見ルニ雨者 ・最大部分沈降値 ノ位

置的關係及 ビ最大沈降値 ト最小沈降値 トノ關係二・・

多少 ノ相違 アルヲ認メタ リ。

即チ概 シテ吉田氏法 ノ最大部分沈降値 ノ位置・・We・

stergren氏 法 ノソレニヨリ倫左方 二傾ケ リ。 殊二沈

降値促進セルモノニ著 シ。

帥チ吉田氏法ニヨル赤血球沈降 ハ短時間内二大部分

ヲ終了スルヲ以テ、ソノ沈降状態ヲ知ルニ長時間 ヲ要

セザルノ便宜 アリ.(窒 北小田内科 瀬戸山抄)

録 889

BCGノ 實 験 的 研 究(第 二 回報 告)

柳 澤 謙 安 藤啓 三 郎(實 験 讐 學 雑 誌 、昭 和12年 、21巻 ・

369)

既 二、 傳 染 病 研 究 所 二十 撒 年 來 保 存 セ ルBCG二 就

キ、 共 ノ毒 力 ノ弱 キ事 、 豫 防的 数 力 ノ・顯 著 ナル モ、治

療 的数 力 ノナ キ事 ヲ述 ベ タ。 共 後 、BCGノ 接 種 量 ト

「ツ ル ベ 〃 リ ソ」反雁iト ノ關 係 、 蚊 二是 等bBCGノ 豫

防的 数 力 トノ關 係 二就 テ、海 狸 二依 ル實 験 的研 究 ヲ進

メ、i欠 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ。

(1)「 ツ ベル ク リ ソ」反 慮 ノ・接 種BCG量 力●多 イ程 早

ク陽 性 二縛 化 ジ、 而 モ 陽性 持 績 期 間 モ長 イ。 例 ヘ バ

BCG4mgヲ 接 種 セ ル場 合 ・・接 種 後1ケ 月 ニ シテ100

%ノ 「ツ ベル ク リソ」反 慮 陽 性 縛 化 率 ヲ示 ・;z、ira1ケ年

後 二於 テ モ荷 ホ31.6%ヲ 保 持 ス 。

(2)BCGノ 豫 防 的 敷 力 モ 亦 接 種BCG量 ガ 多 イ程 顯

著 ニ シテ、 例 ヘ バBCG4mgヲ 接 種 セル 場 合 ノ・、満1

ケ 年 二於 テ モ 明 カニ ソ ノ豫 防 的数 力 ガ認 メ ラ レル。然

ル ニ 同 一BCG菌 量 ヲ接種 セ ル 場 合 二於 ケ ル豫 防 的 数

力 ハ1ツ ベ ル ク リ ソJ反 慮/陽 性 ノ モ ノ ト陰 性 ノモ ノ

トノ間 二殆 ン ド差 異 ガ認 メ ラ レナ イ。

(3)「 ツ ベル ク リ ン」反 慮 陽 性 持 績 期 間 ノ・豫 防 的 数 力

持 績 期 間 ヨ リ遙 ヵ 二短 ヵ イ。(傳 研 柳 澤 抄)

結 核 ノ化 學 的療 法 二 於 ケ ル 金 製 剤 ノ 金 分 子 ノ意

義 二 就 テ

柳 澤 謙 、 河 合 榮(實 験 署 學 雑 誌 、 昭 和12年 、第1號 、

43)

サ キ ニ敷 種 ノ無 機 還 元 刺 ノ實 験 的結 核 二 及 ボ ス 影 響

ヲ槍 シタ ル ニ、Thio硫 酸 曹 達 ノ結 核 病 攣 形 成 阻 止 作

用 ノ甚 ダ顯 著 ナ ル ヲ認 メ タ リ。而 シテThio硫 酸 曹 達

ト金 製 醐 中結 核 ノ化 學 的療 法 上最 モ 期 待 セ ラ レタル

Sanocrysinbヲ 化 學 式 ヨ リ 観 ル ニ、Sanocrysin・ ・

Thio硫 酸曹 達 ノニ 分 子 結 合 中 ノ1個 ノNaヲAuニ

テ置 換 シタル モ ノナ リ。 之 ヨ リ考 フル ニ、從 來 ソ ノ治

数 作 用 ヲ蹄 セ シメ ラ レタ ル 金 製 剤 中 ノ 金 分 子 ノ意 義

二封 シ・柳 力疑 ヲ抱 クニ至 レ リ
。 尚 ホ文 獄 上 多少 ナ リ

トモ結 核 二 有 数 ナ リ ト認 メ ラ レタ ル 金製 剤 ノ多 ク ハ

SH基 ノHヲAuニ テ置 換 シ〃 モ ノニ シテ
、 ソ ノ治

数 作 用 ハ金 分 子 ヨ リモ 寧 口SH基 叉 ハS分 子 二蹄 ス

ベ キ ニ非 ザル ヤ ト思 惟 セ ラル
.依 ツテ ー一金 製 剤A恥

othiophenol-m-carbonsauresNatriumト ソ ノ基 本 化 合

物 ナルThiophe㎡oLm・carbonsauresNatrium及 ビ ソ ノ

ニ 分 子結 合 ヨ リ ナ ルDithiophenol .m-carbonqaures
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Natriumノ 實 験 的 結 核 二及 ボ ス 影 響 ヲ検 シタ リ。

上 記三 藥 物 ノ治療 實 験 ヲ行 フ ニ先 ダ 手、是 等 藥 物 ノ實

験 動 物 海 猿 二封 ス ル 毒 性 ヲ検 シタル ニ、Aurothioph・

enol-m-carbonsauresNatrium最 モ弼、ク、Thio・ 及 ビ

DithiophenoLm・carbonsauresNatriumノ ・之 二比 スv

バ遙 カニ弱 キ ヲ認 メ タ リ。 治 療 實 験 ニノ・Aurothioph・

enol-m-carbonsauresNataiumノ 毒 性 ヨ リ考 ヘ テ、 之

ノ最 少 致 死 量 ヨ リ遙 カニ少 量 ヲ投 與 量 ト定 メ、三 藥 物

トモ 全 ク同 一 硅 ヲ 同 一 方 法 ヲ用 ヒ テ 實験 的 二結 核 二

感 染 セ シ メタ ル海 狸 二使 用 シ、藥 物 ヲ投 與 セ ザ ル封 照

海 狸 トー 定 ノ判 定 方 法 二從 ヒ テ 治 療 成 績 ヲ 比 較 剣 定

ジ タ リ。 ソ ノ成 績 ハ次 ノ如 シ

(1)結 核 感 染 ト同 時 二 藥 物 ヲ 投 與 シ タル 場 合 二 於

テ ノ・Aurothiophenol-m・carbonsauresNatrium及 ピ

Thiophenol・m-carbonsauresNatrium・ ・何 レモ略 く同

程 度 二 明 カ ニ結 核 病 攣 形 成 ヲ 阻 止 ス ル ヲ認 メ タル モ、

Dithiophenol-m-carbonsaures・Natriumノ ・何 等 結 核 病

攣形 成 二影 響 ヲ及 ボ サ ズ。

(2)結 核 感 染 後3週 日 目 ヨ リ藥 物 ヲ 投 與 シタ ル 場合

二於 テ ノ・三 藥 物 トモ 結 核 病 攣 形 成 二 何 等 影 響 ヲ及 ボ

サ ズ。

之 ヨ リ 観 レ・・V、一 金 製 刺Aurothiophenol-m・carbon・

sauresNatriumbソ ノ基 本 化合 物 ナ ルThiophenor

m・carbonsauresNatriumト ノ實 験 的 結 核 二封 スル 治

数 作 用 ・・略 ζ同様 ナ ル モ ノト推 論 シ得 べ 久 從 ツテ結

核 治療 二使 用 セ ラル ・金 製 鮒 ノ 金 分 子 ノ意 義 二封 シ、

更 二深 キ疑 義 ヲ挾 マ ザル ヲ 得 ザ ル ガ 如 ク 信 ズル ニ至

レ リ。(傳 研 柳 澤 抄)

會報拉雑報

OBCG二 關スル講演

去 ル5刀3日 東 京 帝 國大 學 僻學 部第2號 館 ニ テ 佛 人

Chaussinand氏 ノBCG二 關 スル講 演 ア リ(本 號 掲

載)、 同午後7時 ヨリ芝公園内紅葉舘二於テ同氏漱迎

會 ヲ開催セリ。

O本 誌 原著 抄録 ヲ猫 逸結核 中央雑 誌(Zentralblattfar

dieges.Tbk.・Forschung)1=掲 載 ノ 件

濁 逸 結 核 中 央 雑 誌 。,ZentralblattfUrdiegesamte

Tuherkulose・Forschung"ヨ リ ノ申 出 デ ー=ヨ リ 本 誌 掲

栽原著抄録 ヲ昨年度分(1936年)ヨ リ同中央雑誌二掲

載スル事 トセリ。

O原 著掲載二關スル注意

原 著 欧 文 抄 録 二附 セ ラ レル 著 者姓 名 ノ 「ロー マ」字綴 ノ・頭 文 字 ノ ミナ ラ ズ全 部 ヲ記 セ ラ ソタ シ。

小 上 馬 久 雄

藤 元 國 雄

内 海 静

谷 田 貝 軍 藏

〇六月中新入會者

京都府立署科大學飯塚内科

千葉市亥鼻町一九〇

金澤市長町五番丁五聖露病院
●

東京市麹町匠内幸町一太準 ビル内

田 坂 義 雄

兵庫縣尼ケ崎健
康保瞼相談所

太卒診療所

大阪市西成匠津守町大日本紡績會

杜工場署局
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